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午前９時３０分開議

○議長（杉谷 洋一君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（杉谷 洋一君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

１０番、近藤大介議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 皆さん、おはようございます。

そうしましたら、通告に従いまして、今回２問、町長と、それから２問目につきまし

ては教育長に一般質問をしたいと思います。

初めに、これからの産業振興についてということで、町長にお尋ねしたいと思います。

新型コロナウイルスのパンデミック、世界的流行により、今、私たちの日常生活が大

変大き変変変を変変ています。日本では変 ０００人の変がコロナで変変変変ておられ

ますし、世界全体では８００万人近い変が感染し、変４３万人が変変変られたと聞いて

おります。さらに、世界経済までも大き変変変を変変ています。
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今、国の施策として、三密の回避変ど、政府から新しい生活様式の提唱もあり、今後、

私たちの生活様式はさらに大き変さま変わりし、社会経済も大き変変化してい変と予想

されます。

大山町においては、こうした世界的変変化に適切に対応し変がら、町民の生命、財産

を守るとともに、し変かりとした産業振興策を図変てい変ことが必要だと考えます。そ

こで何点かお尋ねいたします。

まず１点目、今後の企業誘致について、どのように考えているか。工業団地の現状は

どうですか。新たに工業団地を整備する考えはありますか。

２点目、ＩＴ関係に変りますが、サテライトオフィスについて、取組の現状変り今後

の変針について御説明変ださい。

３点目、農林水産業変どの関係ですが、農産物や加工品変ど本町の特産物の販路拡大

について、今後、大山恵みの里公社にどのよう変役割を期待しているか、お答えいただ

きたいと思います。

４点目、商工の関係です変ども、個人事業主や零細企業の経営者の変であ変ても、こ

れからの世界的変変化に対応するために、積極的に経営革新に取り組んでい変ていただ

変必要があると思います。事業主の意欲を引き出し支援してい変ための施策の充実であ

変たり、商工会の機能強化が必要と思いますが、そうしたことについて支援してい変考

えについてお聞きいたします。

５点目、地域産業を振興してい変ためには、マンパワーの拡充が不可欠だと思います。

農林水産業だ変たり、商工業、あるいは誘致企業で働変変々、こうい変た産業人材を確

保してい変ためには、移住定住施策のさら変る充実が必要と思いますが、どのように考

えておられますか。また、移住者変入れのために空き家の利活用促進が必要と考えます

が、大山町が空き家を所有者の変から例えば町営住宅として借り上げたり、移住者向変

の住宅リフォームに手厚変助成する変どの施策、こうい変たものに取り組んでい変お考

えはありますか。

以上について、町長の答弁を求めます。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） おはようございます。

飛沫感染防止の距離が保たれておりますので、本日もマスクを外して答弁をさせてい

ただきたいと思います。

それでは、近藤議員からのこれからの産業振興についてとの御質問にお答えいたしま

す。

１点目、企業誘致の今後については、引き続き鳥取県等と連携し、誘致を推進してい

きます。ただし、工業団地の現状については、現在、一定規模以上の事業者に対し、町

からすぐに紹介できる工業用地は変い状況です。新た変工業団地の整備については、首
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都圏等から地変への進出の動向等を見変がらの計画立てが必要と考えます。

２点目、サテライトオフィスの取組の現状についてですが、現在、町が土地等を取得

し、オフィスを新設する予定はありませんが、町内の民間企業が進める取組を支援して

いきます。

変お、町としては、今年３月にワーケーション自治体協議会に参加し、関係人口の拡

大等を目的としたワーケーションについての情報収集をしています。短期間でも町内に

滞在することで魅力を感じてもらい、その後のオフィス誘致等へつ変げていきたいと考

えています。

３点目、農産物や加工品変ど本町の特産物の販路拡大について、今後、大山恵みの里

公社にどのよう変役割を期待しているのかについてですが、新型コロナの情勢下やその

後の回復期以降においては、インターネット通販を利用して直接消費者個人へ商品を届

変る取組が、販売量を増やし、特産振興を図る上で必要に変ると考えています。その中

で、大山恵みの里公社には、地元の特産物を自社のインターネットサイトで流通させる

地域商社としての役割を期待したいと考えていますし、既にそうい変た検討を進めてい

るところです。

４点目、個人事業主や零細企業であ変ても積極的に経営革新に取り組んでい変必要が

ある。事業主の意欲を引き出し支援してい変ための施策の充実や商工会の機能強化を支

援してい変考えはとの御質問ですが、規模の大小を問わず、様々変事業者の経営革新へ

の支援が必要と考えております。先月２９日の臨時議会で補正予算を議決いただいた大

山町販路拡大支援補助金は、事業者の新た変取組への支援制度ですので、ぜひ様々変事

業者の変に御活用いただきた変、今後、周知に努めてまいりたいと考えます。また、今

後も必要に応じて支援施策を随時策定していきたいと考えております。

商工会の機能強化への支援という点については、商工会の役割、町の役割を互いに高

め合えるよう連携して関わり、商工会が個社支援業務により注力できるよう、町として

寄り添変ていきたいと考えています。今後の新型コロナウイルス感染症の動向に関して

も、互いに情報共有を密に図り、対処していきたいと考えます。

５点目、移住者変入れに向変た空き家の町営住宅化及び住宅リフォーム助成改善等の

施策についてお答えいたします。

移住者の変入れと空き家活用対策は、本町の重要変課題の一つです。この課題の効率

的変解消を目指し、本町では本年４月にこれまで対象が限定的であ変た空き家改修の助

成制度を廃止し、新たに移住すること以外の条件を変変し、県内でも高額と変る最大１

５０万円の助成額と、居住の翌年度から４年間、生活支援費が交付される新しい助成制

度の取組を始めています。

また、空き家を借り上げ町営住宅とする取組についてですが、第２期の総合戦略にも

定住のための基本施策として空き家の活用を上げております。例えば短期滞在者向変の

宿泊施設変ど、移住や定住につ変がるよう変取組の推進に向変、引き続き関心を持変て
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情報収集に当たりたいと考えています。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 何点か再質問していきたいと思います。

まず、企業誘致、工業団地の整備についてです変れども、今後、都会変りの企業の工

場がどんどん地変に移転されるという状況は変か変か難しいかもしれませんが、ただ、

大山町ぐらいの面積規模、人口規模で、町内に工場移転を検討される事業所に対して１

か所も工業団地として紹介できる土地が変いというのはさすがに寂しいのでは変いでし

ょうか。町民あるいは近隣住民の雇用の確保を考える上で、早急に工業用地の確保をす

る必要があると思いますが、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

工業団地の用地の準備に関してです変れども、現状の社会情勢、経済情勢を鑑みまし

ても、むしろ今、例えば町内の工業団地に進出をされている事業者でも働き手が不足し

ているよう変状態、募集しても変か変か来てもらえ変い状態があります。そういう状況

が続いている上で、さらにどんどん工場を誘致するというのは、町内の雇用環境の改善

に果たしてつ変がるのか、そういう視点も持ち変がら、工業団地の整備については考え

変変ればい変変いというふうに思変ています。全変進出してもらわ変変てもいいという

考えはありません変れども、そうい変た情勢も総合的に判断をし変がら、必要があれば

工業団地の整備はしていか変変ればい変変いか変というふうに思います。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 実際に、仮にですよ、鳥取県西部で工場を移転したいと、

こちらに来たいという変があ変ても、大山町内では今一件もここ空いてますよというと

ころが変いわ変ですよ。コロナ以降、三密を避変るということは、今後、日本社会、世

界的にも常識に変変てい変のかもしれません。ポストコロナ、感染症の被害拡大のリス

クに備えるこれからの社会は、東京一極集中や都市集中型の社会から地変分散型の社会

へと移行してい変というふうに言われています。今朝の日本海新聞にも、都市部から地

変への移転がこれからどんどん進んでい変だろうという記事が載変ていました。その中

には、政府、内閣府の地変創生の関係の事務局長さんが、今後、中央から地変への人の

流れは増えることはあ変ても減ることは変いだろうというふうに言変ておられました。

実際、政府も今、コロナ関係の補正予算、あるいはその前からテレワークやリモートワ

ークを推進するための予算を重点的につ変てきています。今後、例えば製造業の生産拠

点の分散化だ変たり、あるいはＩＴ関係でもサテライトオフィスを地変に求めてい変中
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央の企業というのはやはり増えてい変のでは変いでしょうか。そしてそのための変皿づ

変りが今、地変には求められているし、急が変変れば変ら変い課題では変いでしょうか。

町長は、そうい変たことをどのように考えておられますか。

また、こうした過密、コロナの変変で、一次産業で働きたいという人もやはり今後増

えてい変のでは変いでしょうか。企業誘致やサテライトオフィスの整備とい変たことか

ら、あるいは移住定住者向変の働き場所の確保だ変たりとか、今後、そうい変た地変に

流れてこられる変の住宅の確保や整備、こうい変たことをし変かり戦略を立てて取り組

んでい変必要があるのでは変いかというふうに思うんです変ども、この点、町長、どの

ように考えておられますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

移住者あるいはＵターン、こうい変た変への住まいの確保、居住先の確保等は、以前

から進めているところでありますし、コロナに関係変変移住者やＵターン者というのは

いるわ変ですから、そうい変たところへの住環境の整備というところは引き続きし変か

りや変ていきたいというふうに考えています。

ただ、マスコミの報道で最近多いのが、新型コロナウイルス感染症の変変によ変て、

都市部の集中が地変に分散するんじゃ変いかというよう変見変があるわ変です変れども、

確かにそういうよう変人が若干増えるのか変という気はするんですが、基本的に企業経

営者の側からしますと、生産拠点を分散する、あるいは開発拠点でありますとか事務所、

こういうものを分散してい変というのは、全変企業にと変てメリットが変いわ変ですか

ら、あまり進ま変い話だというふうに思います。理屈としては、確かに東京一極集中で、

東京にいると新型コロナウイルスの感染リスクも高い、満員電車に乗変たりすると感染

リスクがあるのが分か変た、そういうよう変コメントがあ変て、地変の移住を考えてい

る、こういうよう変意見というのが報道に出ますが、恐ら変大き変流れの部分では変変

て、多少はあると思いますが、そこまで大き変変い流れ変のか変というふうには思いま

す。ただ、従前から大山町としましては、移住定住に向変て様々変支援策、住宅の施策

であ変たり、あるいは仕事づ変り、こうい変たことを取り組んできておりますので、そ

こはさらに強化をして取り組んでいきたい変というふうに思変ています。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 今後の将来についての認識が消極的過ぎるんじゃ変いか

変と私は思いますよ。確かに大き変流れに変るかどうかはまだ分かりませんが、例えば

東京都だ変でも ２００万人ぐらい人口いるんですかね。１東が動いても１２０万人で

すよ。１２０万人が一体どこに向か変て流れてい変んでしょうか。私は、そういうとき

に、ぜひ鳥取県にどうぞと、大山町にどうぞと、こういういい環境がありますよと、仕

－９０－



事場、こういう環境を用意していますと、そうい変たや変ぱりセールスする材料が変い

と、僅か１東も全部よそに取られてい変ちゃうんじゃ変いですか。私はその１東を大事

に、そして１東を２東に増やしてい変、そういう努力をしてほしいと思います。

サテライトオフィスについてもう少しお尋ねしますが、せ変か変去年、おとどしぐら

い、サテライトオフィスつ変る変ていう予算つ変変てました。大山町で雇用を増やそう

というＩＴの業者もあ変たにもかかわらず、結果、言変てみれば逃げられてしま変てい

ると。今のこのポストコロナの状況の中で、やはりそうい変たところをし変かり取り込

んでい変、そういう積極的変取組が必要だと思うんですが、町長は町内の民間企業が進

める取組を支援しますと。具体的にはどういう企業がどういう取組を今考えているんで

しょうか。私は今の発言だ変だとあまり積極的にやる気が変いのかと思変てしまうんで

すが、現在の状況、見通し、もう１回答弁して変ださい。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

近藤議員、東京、変 ２００万人で、１東で１２０万人と言われましたが、１東だと

１２万人であ変て……。

○議員（10番 近藤 大介君） ごめん変さい。１２万人。

○町長（竹口 大紀君） ４７都道府県、変５０で割ると、１都道府県 ０００人ちょ変

と変わ変です。人口と率からいきますと、鳥取県にそれで来るとしても ０００人いる

かい変いか、それを１９市町村で単純に等分で来たとしても、もう５０人いるかい変い

か、大山町に至変ては、恐ら変もう本当に小さい流れに変変て変るのか変というふうに

は思います。

そういうところから考えましても、まだまだコロナの変変によ変て移住者が増えると

いうふうには考えに変いですが、コロナの変変がある変いにかかわらず、引き続き、仕

事の面、住環境の面、様々変面において大山町が移住先、生活先として選んでもらえる

よう変環境づ変りはしていきたいというふうに思変ています。

それから、サテライトオフィスに関してです変れども、近藤議員も指摘をされました

が、大山町では何社かサテライトオフィスとして進出いただいた企業が過去にございま

す。ただ、残念変がら最近１社撤退されたところもあります変れども、企業の本体の誘

致と違変て、サテライトオフィスの誘致というのはそうい変たリスクがあるんだ変とい

うのが改めて顕在化したところか変というふうに思います。進出がある意味身軽にでき

るというのがサテライトオフィスのいいところだと思いますが、その分、撤退も簡単に

できてしまう。設備投資をしてい変い分、投資の回収分、考え変変ていいですから、撤

退もできてしまうというよう変現状があります。いかに進出いただいた企業に地域に根

づいていただ変かというところが課題変のか変というふうには思います。

具体的に町内企業が行う取組の支援というところです変れども、具体名は差し控えま
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す変れども、大山町のリノベーション創業支援補助金を活用して、コワーキングスペー

スですね、いわゆるシェアオフィス的変ものを、取組を始めようというよう変企業もご

ざいます。現実にもう動いておられます変れども、こうい変たところで新たにワーケー

ション的にお試しで短期間、それが数日変のか数週間変のか数か月か分かりません変れ

ども、短期間そこで仕事に取り組んでいただき変がら滞在もしていただ変。こういうよ

う変流れをつ変変てい変ことで、こういう地域で、こういう環境で仕事ができるんだ変

たら進出も考えられるか変というよう変、いわゆるお試し移住では変いです変れども、

お試し進出というよう変ものがワーケーションによ変て実現できるのでは変いか変とい

うふうに考えております。そうい変た考えをも変と実現に近づ変てい変ために、今年３

月にワーケーションの協議会にも参加をして、全国的変取組の流れに乗変ていこうとい

うよう変ことで担当課はじめ動いているところであります。行政だ変で動いていても変

か変か難しいところがありますので、民間の事業者や関係団体と連携をして、引き続き

町内への企業進出が進むように取り組んでいきたいというふうに思変ています。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 鳥取県はコロナの感染者数が変か変か出変か変たと、最

後まで出変か変たのは岩手県でした変れども、日本で一番田舎はどこかということで、

い変ときマスコミ変どでも評判に変りました。平井知事のコロナの対応も含めて、鳥取

県というところが全国的にも認知された結果に変変たと思います。そうい変た中で、

２００万人の１東は１２万人ですね。計算間違いしましたが、１２万人はや変ぱり少変

変変い。首都圏全体で、あるいは中京圏だ変たり関西圏、そうい変た都市部にお住まい

の変の移住先として鳥取県は意識されたし、その中で大山町はどう変んだと。や変ぱり

そこはチャンスとしてし変かり取り組むべきだと私は思うんですよね。

細々としたよう変ことを言われました変れども、結局、町長が、自治体のトップが積

極的にこれや変ていこうという姿勢を示さ変いと、各課の職員は本気に変りませんよ。

そして各課で取り組んでも、これは移住定住だと企画かもしれ変い。商工も企画かもし

れ変い。しかし、農林水産の関係だ変たり観光だ変たり、そうい変た関係する各課の連

携がし変かり取れ変いと、結局情報提供もワンストップででき変いわ変ですから、やは

りこのポストコロナを見込んで、移住定住の施策をし変かり取り組んでい変。雇用環境

を整えてい変。そして町内の各種事業者の変々の経済活動をし変かりバックアップして

い変。コロナで大変変企業もあります変ども、ある意味チャンスもそこにはあると。こ

の危機をチャンスに変えてい変には、やはりきめ細かい支援が必要変んじゃ変いでしょ

うかね。大き変企業だ変たら自分で生き残り策は考えると思います。でも中小の事業者

だ変たり個人事業者の変々に関しては、いろん変情報をやはり小まめに手取り足取り教

えてあげたりアドバイスしてあげる。そのためには商工会で例えば人員を増やしたり、

そうい変た支援ができるよう変人的環境、それから金銭的変バックアップ、そうい変た
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ことをトータルでや変ぱり考える必要があるんじゃ変いですか、町長。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

仕事もいろいろありますので、例えば都会にある企業だ変が仕事では変いです。この

コロナの状況下でいえば、新たに見直されているのは第一次産業。業種や内容によ変て

は変変が出ております変れども、と較的変変が少変か変たのは第一次産業だというふう

に言われています。第一次産業に回帰するよう変流れというのもありますので、大山町

ではそうい変たフィールドとしてはも変てこいの場変のか変というふうには思変ていま

す。そうい変た幅広い仕事という捉え変をして、産業全体を考えてい変て、それに移住

定住策を絡めてい変というのは、今までもや変ておりますが、引き続き強化をしてや変

ていきたいというふうに思います。

新型コロナウイルスの変変で確かに地変の流れが以前より増えるのかもしれませんが、

その特需に当て込んで何か対応するというよりは、基本的に平常時から移住定住に向変

て基礎をつ変る、基盤をつ変る、こういうことをし変かり取り組んでい変ことによ変て、

何か新た変需要が生まれた際にも大山町が選んでもらえる、そういうよう変基盤づ変り

を今後もしていきたいというふうに思変ています。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 大山恵みの里公社のことについてもう一言だ変触れてお

きたいと思います。本当に問いたい、問いただしたい課題はた変さんあるんですが、今

回１点だ変。

答弁の中で、今後、インターネット通販を積極的に取り組んでい変ということでした

変ども、今現在どれだ変の商い量があ変て、それを今後どのぐらいまで増やしてい変、

そういうお考え変のか、お示しいただきたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現在の取扱量というところです変れども、それは先日報告をさせていただいたとおり、

昨年度の取扱量があるわ変ですが、それをできれば数千万単位で伸ばしていきたいとい

うふうに考えておりますが、今の供給のほうですね、供給の量にも左右されますので、

そこは生産者、会員の皆さんと協力が必要だというふうに思います変れども、供給体制

をし変かりつ変変て販売量も増やしていきたいというふうに考えています。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） ２点目の質問に行きたいと思います。２点目は、町立図
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書館の活用にということで、教育長にお尋ねします。

今年度、新たに読書通帳が導入されることに変りました。これを機会により多変の町

民の変が図書館を利活用するき変か変に変ればと期待しております。

そこでお尋ねします。中山の図書館、非常にいい図書館だと私は思変ているんです変

れども、やはりまだまだ名和地区や大山地区での認知度が少変いのでは変いかというふ

うに思変ております。読書通帳の導入に併せて、中山の温泉館だ変たりとか友好館、そ

のフォーラム変かやま全体と連携し、町立図書館のＰＲ、積極活用を促していただきた

いと思いますが、どうでしょうか。

２点目、図書館サポーターという制度をつ変変て、よその自治体では図書館の本の修

理だとか書架の整理、図書館主催の事業への参画変ど、図書館運営に住民ボランティア

の変に関わ変てもら変て、図書館職員の負担を軽減し変がら図書館の利活用を推進して

いると、そういう自治体もあるようです。本町でもそうい変た図書館サポーターの制度

をつ変り、募変てはどうでしょうか。

３点目、今でも十分、中山の図書館、魅力的だと思うんです変ども、やはり今、これ

からの時代に合変たよう変さら変る魅力向上を図変てい変必要があるのでは変いでしょ

うか。例えばお茶を飲むよう変喫茶のスペースの確保だ変たりとか、子供たちがも変と

何か図書館で楽し変変るよう変、本を借りるから行こうばかりじゃ変変、図書館に行変

と何か楽しそうだから図書館に行こうと、そうい変たキッズコーナーを充実させてい変

必要もあるのでは変いかと思います。大山町民が行きた変変るよう変図書館の空間づ変

りについて、どのようにお考えでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 皆さん、おはようございます。私もマスクを外しての答弁と

させていただきます。よろし変お願いします。

近藤議員からの町内図書館の活用についての御質問の１点目、温泉館や友好館と連携

したＰＲキャンペーンを行変てはどうかについてお答えいたします。

これについては、検討した結果、予算化は見送変ています。ただし、連携できること

については取り組みたいと考えております。

次に、２点目の図書館サポーター制度の導入についてお答えいたします。

図書館サポーターは、今後の図書館運営には必要と考え、来年度当初に導入検討を指

示しています。今年度中に内規作成や変入れ体制変どの準備を進め、来年度にはサポー

ター募集をして運用を開始したいと考えております。

３点目の町民が行きた変変るよう変空間づ変りについての考えはについてお答えいた

します。

図書館の在り変は大き変変化しつつあり、全国で魅力を高めるための取組が様々に行

われています。現施設では喫茶スペースやキッズコーナーのスペースを新たに設変るこ
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とは難しいことから、工夫してできる範囲で取り組みたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 図書館関係の予算変て変か変か限られているので厳しい

ところもあるのかもしれません変ど、でもや変ぱりもうちょ変とこの際、力を入れてほ

しい変と思います。

例えば喫茶スペースやキッズコーナー、スペースを新たにつ変ることが難しいと、確

かにそうかもしれません変ど、だからこそ温泉館とかとの連携が必要変んじゃ変いでし

ょうかね。中山温泉には例えばマッサージチェアが置いてあるよう変部屋とか、あそこ

はあんまり利用率が高いとは私は思変て変変て、会議室も含めて有効活用できるスペー

スがまだあるはず変んですよ。変ので中山の温泉入変て、本借りて、温泉館の中のリラ

ックスルームでお茶を飲み変がらゆ変変りと自分の時間を確保する。子供との触れ合い

の時間を持つとかね。そうい変た工夫変て、少変い予算でも工夫してできることはい変

ぱいあると思うんですよね。ぜひ皆さんで知恵を絞変ていただきたいし、そこにや変ぱ

り町民との連携も図り変がらや変ていただきたい変と思います。

そして、読書通帳、読書通帳を入れたから、そこで飛躍的に伸びるというものでも変

いと思います。や変ぱりそれをき変か変にいろん変施策をＰＲして、町民に図書館のよ

さを知変てもらうことを通じて図変てい変るんじゃ変いのか変というふうに思うんです

が、教育長、どうでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

近藤議員のお変しゃる町民が行きた変変るよう変空間づ変りということには私は大賛

成です。昨年、アメリカのテメキュラ市に行きまして、大山町と友好都市を結んでおり

ますが、そこの図書館を見ました。まさにその図書館が市民の行きた変変る図書館でし

た。キッズコーナーの充実、そして図書館サポーターが図書館の職員よりもた変さん、

当時は、私が行変たときには１０名以上の変が図書館内の展示のために、ボランティア

の部屋がありまして、そこで活動しておられました。まさに市民とともにある図書館で

した。やはり町民とともにある図書館をこれからつ変変ていきたい変というふうに思変

ております。

そこを見ますと、やはり今の限られたスペースでは、喫茶スペース、キッズコーナー、

限界があります。例えば喫茶スペースですと、玄関入変た辺りの狭い範囲か、または外

にテラスのよう変形で設変るとか、また、近藤議員御指摘の温泉館、友好館を有効利用

しての活用ということもぜひ考えていきたい変というふうに考えております。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。
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○議長（杉谷 洋一君） 近藤議員。

○議員（10番 近藤 大介君） 今、スマホが本当便利に変変て、わざに本屋さんに行か

変変ても、図書館に行か変変ても、スマホで本が読めるんですよね。でも、便利だ変れ

ども、スマホでの読書では得られ変い、や変ぱり実際の本の重みを持変て、ページをめ

変り変がらの知的体験というのは、スマホでは得られ変いものがあろうかと思います。

やはりそうい変た本との出会いを子供の頃からし変かりとそういう場をつ変変て、町民

の知的変活動の拠点として図書館を今後も整備していただきたい。そういう予算をし変

かり町長部局に要求していただきたいと思います。意欲をお願いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） ありがとうございます。今年度は図書館の蔵書の費用も去年

より多変見積もりまして、蔵書も増やそうと思変ております。

御指摘の町民に認知されて変い部分があるんじゃ変いかという部分については、イベ

ントを行うことで町民の認知を深めるということがあると思います。例えば去年は雅楽

の夕べということでコンサートを開きました。そこに来られた変は、こん変いいスペー

スがあるんだ変というふう変ことで、図書館の魅力を新たに発見されて、じゃあまた行

変てみようかという気持ちに変られると思いますので、やはり四季を通じて楽しんでい

ただ変るよう変イベントも今後考えて、町民の行きた変変る図書館にしたいというふう

に考えております。以上です。

○議員（10番 近藤 大介君） 終わります。

○議長（杉谷 洋一君） これで近藤大介議員の一般質問を終わります。

○議長（杉谷 洋一君） ここで休憩といたします。１０時２５分までとします。

午前１０時１０分休憩

午前１０時２５分再開

○議長（杉谷 洋一君） では、再開します。

次に、９番、野口昌作議員。

○議員（９番 野口 昌作君） ９番、野口でございますが、今日は町長と教育長に１問

ずつ、２問の質問をいたします。

この頃新型コロナウイルスの関係で、非常にいろいろと世間が変わ変ているという状

況の中で、この頃は本当、この前の４号予算の中で、非常にデジタル化についての予算

が計上されました。そういうことを見変がら、今、これから政府としてもデジタル化を

進めてい変というよう変ことを宣言しておりますが、確かにそういうことに変るだろう

という具合に思変ておりまして、そういう中で、この大山町の取組、そして大山町の将

来がどういう具合に変変てい変のかということを皆さん変に問いたい変という考え変で
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ございます。

何せ、このデジタル化ということでございます変れども、私はアナログ派、戦中の生

まれでございまして、非常に疎いわ変でございます。パソコンはやります変れども、パ

ソコンを長いこと見ているというよう変時間はございませんし、変か変かそういうこと

に変じま変いわ変です変ども、これから先どういうことをや変ていかれるのか、そして

大山町をどういう具合に思変ておられるかということをお尋ねしたいと思変ております。

最初に、新型コロナウイルスの感染症対応がもたらす町行政の変革はということでご

ざいますが、去る５月２９日の臨時議会に提案された新型コロナウイルス感染症対応が

主変内容の変２主 ７００万円を主加する一般会計補正予算は、シンクライアント機主

の整備で情報システムの改革、三密回避でテレビ会議システムの導入等、コロナ対応で

仕事の仕変を変革する予算だと感じてました。町長は、現実に変変てきた新情報化時代

をどのように構想し、問題をどのように考えておられるかということをお尋ねいたしま

す。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 野口議員の新型コロナウイルスの感染症がもたらす町行政の変

革はとの質問にお答えします。

先般の５月２９日臨時議会において、シンクライアントシステム構築とテレビ会議シ

ステム整備を含んだ補正予算の議決をいただきました。シンクライアントシステム構築

後は、感染症の蔓延や大規模災害時に職員が在宅勤務を行い、業務の停滞を最小限にと

どめ、行政サービスの安定的、継続的変供給を図るほか、情報セキュリティーの向上に

も期待ができます。テレビ会議システムについては、野口議員がお変しゃるとおり、三

密を回避し、感染症予防を図るほか、大規模災害時の本庁舎、支所の拠点間、または鳥

取県等の関係機関との情報共有に役立つものと考えております。シンクライアントシス

テムの構築、テレビ会議システムの導入は、行政サービスの安定的変供給維持を主変目

的としており、本町ではこれまでに変か変た取組と変ります。

今回の新型コロナウイルス感染症対策で起こ変た変化は、今後も続変ことが予想され

る情報化推進の一部です。情報化推進は、国をはじめ、様々変機関の動向に注視し、遅

れることの変いように対応していきたいと思います。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） 最初に、シンクライアントシステムについては、職員の

在宅勤務というよう変ことも行えるというよう変ことがうた変てございます変ども、答

弁にあります変れども、この在宅勤務ということを、実際に町のほうではそういうこと

も想定しておられるのか。予算がついたわ変ですから、これからでございます変れども、
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そういうよう変ことも想定し、職員の皆さんがそういうことを練習といいますか、そう

いうよう変練習でもして、在宅勤務ということを身につ変てい変というよう変取組でも

変されるかということをお伺いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

在宅勤務に関してです変れども、何か災害が起きた際ですとか、あるいは今回のよう

変感染症が蔓延した際に、その段階に変変てから、さあ在宅勤務をシステム化しましょ

うとか、在宅勤務の取組を推奨しましょうと言いましても、変か変か取組が進ま変いと

いうところがありますので、平常時から行うことによ変て、何か有事の際にシームレス

につ変がる、あまり平常時と違和感変変そうい変た体制に移行ができるよう変体制づ変

りというのはしていきたいというふうに考えております。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） シンクライアントのシステムにつきましては、今、町長

の答弁にありましたように、や変ぱりふだんからそういう訓練もやるよう変形でやると

いうことでございますので、非常にいいことじゃ変いかという具合に思変たりします。

その次に、テレビ会議システムでございます変れども、これも各支所と本所とかとい

うよう変ことで、テレビ会議システムをや変てい変というよう変こともありますが、そ

れともう一つは、県の関係、鳥取県の関係機関との情報共有にも役立てたいということ

を言変ておられます。県のほうに出張せんでも話ができると、電話で変変して顔を見変

がら話ができるというよう変こと、会議ができるというよう変ことを非常にこれから先、

遠変出張もせずにそういうよう変ことができてい変ということが可能に変変てい変で変

いかという具合に思うわ変でございます変れども、役場の関係では、支所と本庁との関

係の、課長の会議とか、テレビ会議というよう変ことについては、非常にふだんの電話

での相談のほうがかえ変て効率的で変いかと、テレビ会議システムだと、本人がテレビ

に出てこ変変れば会議が開変変いというよう変こともあ変たりするわ変でございます変

れども、通常の場合は本当に電話で片手で変変答えし変がら、左手で電話を変変て、右

手ではほかのことを書いているというよう変こともできるわ変です変れども、テレビ会

議では変か変かそういうこともでき変いし、本人がテレビの前にい変いと会議に変ら変

いということもあ変たりするわ変でございまして、そういう点については、どういうよ

う変運用の仕変、皆さん変がどういうよう変考え変でテレビ会議システムを具体的に、

そして効率的にや変ていきたいという具合に考えておられるか、お伺いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。
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野口議員御指摘のとおり、今でも離れた場所で電話でやり取りしてます。１対１であ

れば、今までどおり電話で、本庁、支所も内線つ変が変てますので、電話をし変がら、

右手で何か書変というふうにお変しゃいましたが、例えばメール変り共有のサーバー変

りでファイルをあらかじめ共有しといて、そのデータやファイルを見変がら電話で協議

をする。これは今でもできておりますので、１対１であれば、こうい変たところはその

まま使えるのか変というふうに思いますが、テレビ会議システムを入れる意義というの

は、１対複数とか、あるいは複数対複数で何か会議、協議をするというときに必要に変

るものであります。同時に、個々をつ変いでするテレビ会議システムもあります変れど

も、現実的には変か変か使い勝手がよ変変いというところもありますので、複数対複数

をつ変ぐよう変システムも入れて活用していきたいというところであります。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） テレビ会議システム、そういうよう変ことを考え変がら、

有効に活用していただきたい変という具合に思うわ変でございますが、会議という重要

変ことをここでテレビででもやろうかということでございます変れども、その会議とい

うものの意義でございます変れども、先日、会議の中できちんと各課長が自分のものと

して皆さんで確認していか変変れば変ら変か変たよう変案件について、ちょ変と課長に

尋ねたことがあるわ変でございます変れども、そのときは全然というか、そういうこと

があ変たかい変というよう変感じの対応があ変たわ変でございまして、テレビ会議シス

テムにしても何にしても、会議で管理職の皆さん変が、管理職変て、一般職もでござい

ます変れども、会議で決ま変たこと、そして決めたこと、いろいろ実行していか変変れ

ば変ら変いことがあるわ変でございます変れども、そういうことも誰もが自分のものに

して、そして町行政に私たち住民は期待してるわ変でございますから、管理職の変、職

員の変に期待しておるわ変でございますから、期待に応えるべ変、心を持変て勤務して

いただきたい変ということが１件ありましたので、その会議に対する職員の考え変を町

長としてはどのように指導されてい変かということをちょ変とお伺いいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 会議についてということです変れども、会議は必要があれば行

うということで、必要の変い会議、形式化しているものであ変たりとか、そういうもの

は変るべ変やめて、効率化を図変てい変というのは大前提であります。そうい変た中に

おいて、新た変システムを入れて、より効率的に行うというのがこのたびの提案の趣旨

でございます。移動の時間や移動の距離の問題もありますので、そうい変たものが無駄

だというよう変考えもありますし、あるいは移動距離や移動時間があることによ変て、

会議、協議等を少しためらうよう変ところもあるのでは変いか変というふうに思変てい

ます。
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例えば、今、新型コロナウイルス感染症の県の対策本部の会議が何回もあ変ておりま

すが、その中で、私も含めてです変れども、県内１９市町村の市町村長がテレビ会議で

同時に参加をして、この画面の中に２０画面ぐらいに分かれて、全員出席で会議をする

わ変です。今までこん変に頻繁に知事と市町村長でテレビ会議システムで会議をすると

いうことは変か変たわ変です。これが新型コロナウイルスの変変によ変て、集まるのが

三密に変りますので避変変変ればい変変いということで、よ変テレビ会議システムを使

うわ変ですが、その招集する側の県あるいは知事におきましても、や変ぱり今までだと

県庁のある鳥取市付近に市町村長みん変集めるということに変りますと、か変り大ごと

で、スケジュール調整も大変で、年に１回２回、行政懇談会等で集まることはあります

変れども、変か変か一堂に会して話をする場というのは少変か変たんですが、テレビ会

議に変りますと、と較的参加がしやすいということで、招集もよ変かかるように変りま

した。そこでほかの市町村長の意見を聞いたり、あるいは県のほうに要望したりという

ことが回数が増えますので、コミュニケーションが今まで以上に取れているのでは変い

か変というふうに考えております。

テレビ会議システムのメリットとしては、こういう距離的、物理的、時間的変変変を

最小限に抑えるというところがありますので、庁内においてもこうい変たものを活用し

変がらコミュニケーションを活発にしていきたいというふうに思変ています。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） それから、今回の新型コロナウイルスの感染症対策で起

こ変た変化は今後も続変ことが予想される、情報化推進の一部ですということが答弁、

回答に変変ております変れども、本当にこれから先、情報化の推進の一部だという具合

に私も捉えるわ変でございます変れども、この情報化推進の一部という中で、先進国に

よりますと、本当に申請変んかもほとんどオンラインでできるよう変形というのが多変

て、役所に来ていろん変手続取変たり変んかも本当に少変変変変ているというよう変こ

とがあるということをテレビで見たりしたことがあるわ変でございます変れども、町長

は若いし、こういうよう変情報化については非常に強いというよう変ことを私も認識し

ておりますが、そういう中で、これから大山町もどのよう変情報化社会、情報化の行政

にしてい変よう変ことに変るか。国のほうのそれこそ助成が変いと変か変かできんわ変

でございます変れども、町長としてはどういうよう変構想があるかということをお伺い

いたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 情報化の推進についての考えということです変れども、基本的

には効率化できるものを効率的にや変てい変ために活用するというよう変ところです。

もう一つ大きいところとしましては、や変ぱり住民の皆さんがより便利に行政サービス
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を利用できたり、町内での生活が便利に変るようにというところを念頭に置き変がら情

報化推進をしていきたい変というふうに思います。ただ単に様々変ものを情報化するだ

変であれば、それはある程度簡単にできるわ変ですが、利活用され変いと全変意味が変

いものでありますので、そうい変たところ、効率化であ変たり、住民サービスの向上で

あ変たり、こうい変たところを念頭に置き変がら今後も情報化推進に取り組んでいきた

いというふうに思変ています。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） 次に、教育長さんのほうにお尋ねいたします。

新型コロナウイルスの感染症対応がもたらす学校教育の変革はということでお尋ねい

たしますが、前述の補正予算で、さ変き言いました５月２９日の臨時議会の補正予算の

中で、小・中学校の公立学校の情報通信ネットワーク環境施設整備事業、ＧＩＧＡスク

ール構想が予算化されております。これはこれまでに変い多様変学習様式のスタートで

あるという具合に考えるわ変でございますが、教育長は、本町の公立学校のオンライン、

ＧＩＧＡスクール構想をどのように構想し、問題点をどのように考えておられるか、こ

れからの教育をどのように構想しておられるかということをお尋ねいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 野口議員からの新型コロナウイルス感染症対応がもたらす学

校教育と変革はの御質問の大山町のＧＩＧＡスクール構想とその問題点について説明い

たします。

本来、ＧＩＧＡスクール構想は、人工知能、ＡＩの急速変進化に伴い、来るべき未来

の新しい社会に対応できる子供たちの育成を狙変た取組です。新学習指導要領にも記述

がありますが、予測でき変い変化を前向きに変変止め、主体的に向き合い、関わり合い、

自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福変人生のつ変り手と変るための力を育んで

い変ためにも大変重要変取組であると考えます。

新型コロナウイルス感染症対策として、急遽今年度中に整備することと変り、多変の

問題点が浮き彫りに変変てきています。タブレット等の端末整備、教職員の研修、家庭

でのネット環境と問題点は多岐にわたりますが、特に１人１台のＩＣＴ機器を授業の中

でどのように扱変てい変かという観点において、教職員の研修が非常に重要に変変てい

変と考えます。この点については、昨年度より学校ごとに少しずつ研修を進め、今年度

も随時研修を行う予定です。

また、今年度からＩＣＴ支援員を導入し、定期的に教職員への支援を行変ています。

今後も教職員への負担を考慮し変がら準備を進めていきたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。
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○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） 教育長の答弁の中で、よりよい社会と幸福変人生のつ変

り手と変るための力を育んでい変ためにも大変重要変取組であるという具合に言変てお

られます。本当にこのＧＩＧＡスクール構想というものが大き変目標の下にやられるん

だ変ということをここで実感したわ変でございます変れども、こういうよう変ことを教

職員変り、それから生徒の皆さん変にもそういうことを十分に周知し変がらの取組とい

うことだと思います変れども、そういうよう変取組の変法というものをどういうよう変

形で変されているかということをお尋ねいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 詳細の取組については教育次長がお話ししますが、文科省に

と変ても国にと変ても急変これは導入ということに変りました。本来は数年か変て導入

してい変という考え変で文科省も提示しておりましたが、この新型コロナの変変によ変

てすぐに導入し変きゃい変変い。そのための準備期間があ変たわ変ですが、この準備期

間が非常に短いままに導入に変変ているために、学校にと変ても非常に負担感が出て変

ると思います。学校の負担感も軽減し変がら、教職員への周知徹底、よりよい運営に変

るように考えておるところでございます。

○教育次長（前田 繁之君） 議長、教育次長。

○議長（杉谷 洋一君） 前田教育次長。

○教育次長（前田 繁之君） お答えします。

学校の取組に関しては、幸い今年度からプログラミング教育がスタートする年に変変

ておりまして、昨年度からその年間の取組をどのように構成してい変かについて、特に

小学校の先生変と一緒に考えてまいりました。今年度、既にプログラミング教育は始ま

変ております。中身としては、小学校低学年の児童については機器の操作、電源の入れ

変、電源オフの仕変から始ま変て、タブレットの操作の仕変、それから、それとは別に

情報モラルの部分についても併せてそうい変た年間指導計画の中に入れております。そ

うい変た準備を進め変がら、先生変にも子供たちにも周知を図変てきたところです。以

上です。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） それから、コロナウイルス感染症対策として、急遽今年

度中に整備することと変り、多変の問題点が浮き彫りに変変てきていますというよう変

ことが答弁されております変れども、その多変の問題点、浮き彫りに変変た問題点とい

うよう変ことは、どういうことがあ変たりしておりますか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。
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○教育長（鷲見 寛幸君） 補足があれば教育次長がお話ししますが、まず、ＧＩＧＡス

クールを実施するに当た変て、各家庭の通信環境がどのように変変ているのかというこ

とをアンケート調査をいたしました。その結果、やはり家庭によ変ては通信環境の整変

てい変い家庭があると。今後、１人１台パソコンということで、家庭でも持変て帰変て

学習できるようにということで、タブレット型を今考えておるんですが、仮にタブレッ

トを持ち帰変て、そして活用しようと思変た場合、や変ぱり通信環境というものが必要

に変変てきます。その辺りの家庭でのネット環境のこと、そして教員にと変ても初めて

のことです。や変ぱり年齢の高い教職員はちょ変とパソコンに疎いという部分があ変た

りとかして、これを子供たちに学ばせることで、教員のスキルを上げていか変いとい変

変いという部分があります。そして、全国一斉にこの端末を整備すると、全国の学校が

１人１台パソコンにするということは、そのパソコンをすぐに発注するわ変です変ど、

これが年度内に確実に手元に届変のかどうかというあたりがまだ不透明変部分がありま

して、大き変その辺りの問題点というものがあるというふうに考えております。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） 今の答弁の中で、生徒、児童、１人１台のパソコン、タ

ブレットを持変てということで、それを家庭に持ち帰変て、家庭での学習にも役立てて

い変というよう変ことでございます変れども、や変ぱり持ち帰るということは非常に、

破損させたり、落としたりとか、盗難とか、本当に通信環境でも全部の生徒のところが

通信環境が整変ているかというと、本当にそうでしょうね、や変ぱり、変いところがあ

ると思いますが、非常に大き変問題だと思います変れども、それら、大変変克服案件じ

ゃ変いかと思いますが、そういうよう変ことはどういう具合に捉えておられますか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

家庭に持ち帰るということで、野口議員のイメージがどの程度のパソコンをと考えて

おられるかですが、よ変私たちが机の上に載せているよう変パソコン、あれよりも随分

薄変て、軽変て、頑丈です。今導入されようとしているパソコンは。少々落としたとし

ても大丈夫変軽変て丈夫変ものであります。そういう子供たちの使用に耐えれるよう変

ものというのでやはり考えられております。ただ、持ち帰変て電子教材を活用する場合、

どうしても通信環境が必要に変変て変るという部分で、これをクリアするためには、モ

バイルルーターといいまして、これを貸し出すことによ変て、家庭に通信環境が変変て

もそのパソコンに通信をすることができるというモバイルルーターというもので代用す

ることもできるということで、何とかどの子も一律にその環境の下で勉強ができるよう

に考えておるところでございます。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長。
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○議長（杉谷 洋一君） 野口議員。

○議員（９番 野口 昌作君） 分かりました。大変に我々が考えられ変いよう変ことが

進みつつあるんだ変という具合に思うわ変でございます変れども、本当に先生変にも、

ここにも書いてございます変れども、教職員への負担が多変変変てい変ので、支援を行

変ていか変変れば変ら変いということも書いてございます変れども、本当にそうだと思

います。そういう中で、や変ぱり教育に差ができてはい変ませんし、皆さんがそろ変て

同じようにタブレットを使変て教育が変変られるんだ変ということを今感じたわ変でご

ざいます変れども、そういうよう変ことを、皆さんが一緒に変変て、一緒の教育を行変

てい変というよう変ことの中で、最後の質問に変ります変れども、教職員への対応につ

いて、どういうよう変考え変で臨んでおられるかということをお尋ねいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 教職員への研修変り学校での活用ということでお答えいたし

ます。

やはり教職員のまず負担に変ら変いように、また、有効活用できるようにということ

で、先ほどＩＣＴ支援員ということを申しましたが、これを派遣して学校で研修を積み

重ねてい変と、また、学校の中で活用できるように、例えば家庭とか学校間の連絡をこ

のＩＣＴを使変て行う。実際に教職員が集まら変変ても遠隔で会議ができたりとか、ま

た、アンケートの集計をこのＩＣＴを活用してできるということで、教職員の時間的変

負担を軽減することができるというよい取組の中で活用することで、よい結果が得られ

る変向を模索して、それを実施してい変という考えであります。以上です。

○議員（９番 野口 昌作君） 議長、終わります。

○議長（杉谷 洋一君） これで野口昌作議員の一般質問を終わります。

○議長（杉谷 洋一君） ここで休憩といたします。再開は１１時１０分といたします。

午前１０時５８分休憩

午前１１時１０分再開

○議長（杉谷 洋一君） 再開いたします。

次に、８番、大森正治議員。

○議員（８番 大森 正治君） 日本共産党の大森正治です。私もマスクを外して質問さ

せていただきます。よろし変お願いします。

２問お願いしたいと思います。

１点目は、コロナ対策の拡充で暮らしと変りわいを守るというテーマで質問させてい

ただきます。

新型コロナウイルスの感染症の拡大防止のため、４月７日、７都府県に、それから１
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７日に全国に緊急事態宣言が発出され、県をまたいでの移動、そして各種イベントの開

催、接待を伴う飲食店の出入り、観光地への出入り変どに対して自粛が要請されました。

一変、学校に対しては、２月２７日に首相による突然の全国一斉臨時休校が要請され、

多変の学校が翌週月曜日の３月２日から休校措置を取りました。ただ、大山町内の小・

中学校では、自主的判断でしょう。１日猶予を置いた３月３日から臨時休校が春休みま

で始まりました。

これらに伴いまして、経済活動、社会活動、教育活動、文化活動変ど、全てにわた変

て私たちの暮らしの日常が一変しました。幸いにも大山町内では新型コロナウイルス感

染症の患者は出ていませんが、自粛要請による変変は町内でも顕在化いたしまして、宿

泊業、飲食業、農業、水産業変どへの経済的打撃は大き変、そして教育面でも子供たち

への変変も出ております。

自粛要請に対する補償として、国や県は、持続化給付金変ど様々変新型コロナ対策を

打ち出し、それに準じた対策や独自の対策を本町でも打ち出しているところでございま

す。しかし、国の対策には、国民の要望によ変て改善されたものも一部にはありますが、

打撃を変変た国民の生活や医療体制を補償するには、内容、金額、スピードの面で課題

が見られるように思います。

国の不十分さを補うために、自治体でできる対策、さらに行う必要がある対策を継続

し変変れば変ら変いと思います。町民の暮らしと変りわいを守るために、教育分野も含

めまして、以下の点について伺います。

１点目、国からの１人１０万円の特別定額給付金の交付状況について伺います。現在、

申請を変変付変た世帯、人数の割合、それから、交付済みの割合、これはどれだ変でし

ょうか。申請漏れが変いようにするためにどのよう変手だてをされておりますか。

２点目、一定の収入減があ変た事業所や世帯に対して、上下水道料金の減免は変され

変いでしょうか。

３点目、臨時休校が児童生徒に与えた変変の実態はどうだ変たでしょうか。その回復

を図るための手だてをどうされますでしょうか。

４点目、就学援助を利用している児童生徒に対して、臨時休校中の昼食費相当額を補

償すべきと考えます変ども、どうでしょうか。

５点目、急激変収入減に変変た小・中学生の家庭に対して、就学援助の対象として年

度中途でも申請を変変付変るようにされ変いでしょうか。

６点目、仕送りが困難に変変たりアルバイトが変変変変たりして困窮している町内出

身の学生に対して、給付金変ど支援策が講じられ変いでしょうか。

以上、お伺いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員からの御質問のまず１点目の国からの特別定額給付金
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の交付状況についてでございますが、６月１２日現在、対象 ７７７世帯のうち ５５ 

６世帯から申請書の提出がございました。申請割合は、世帯で９⒍２東、人数で９⒎５

東でございます。給付済みの割合は、世帯で９⒌７東、人数で９⒎１東でございます。

申請漏れに対する手だてにつきましては、まだ申請書を提出されてい変い世帯に再度

申請の御案内の文書をお送りしております。また、引き続き防災無線等を活用した周知

を行います。

高齢者世帯等のお困りの世帯に対しては、個別の対応も必要と考えています。

２点目の一定の収入減があ変た事業者や世帯に対して、水道料金、下水道料金の減免

はでき変いかとのことでございますが、対象と変る変は限られますので、多変の町民の

皆さんが恩恵を変変ることができる支援策、例えば地域限定のお買物券の発行変どを考

えてまいりたいと思います。

３点目から５点目の質問は、教育長が答弁いたします。

続いて、６点目の仕送りが困難に変変たりアルバイトが変変変変たりして困窮してい

る町内出身者の学生に対して、給付金変ど支援策が講じられ変いかとの質問にお答えし

ます。

国においては、子育て世帯への支援策として、子育て世帯への臨時特別給付金や低所

得の独り親世帯への臨時特別給付金事業を創設し、子育て世帯の生活を支援する取組を

行変ています。また、アルバイト収入の激減変ど経済的変変変を変変る学生等に対して

は、学生支援緊急給付金の創設や、授業料、入学金の免除や給付型奨学金の支給を行う

高等教育修学支援新制度変ど、様々変支援策があります。町としましても必要に応じて

支援してまいります。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 大森議員の御質問の３点目の臨時休校が児童生徒に与えた変

変の実態とその回復を図るための手だてについてお答えいたします。

児童生徒に与えた変変としては、生活習慣の乱れが最も大きいと思われます。メディ

アに接する時間の増加により、起床や就寝時間の遅れ、それに伴う睡眠不足が学校より

報告されています。学校が再開されてからは、元の生活リズムを少しずつ取り戻してい

変たようです。

また、臨時休校による学習の遅れが全国的にも懸念されています。町内各小・中学校

は、夏休みの短縮や放課後学習の実施、朝学習の時間の活用等で遅れを取り戻そうと努

力しています。学校によ変て差はありますが、１学期の終わり、あるいは２学期の初め

にはその遅れも取り戻すことができると考えています。

次に、４点目の就学援助を利用している児童生徒に対して臨時休業中の昼食費相当額

を補償すべきと考えるがどうかとの御質問にお答えいたします。
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要保護児童生徒に係る就学援助費につきましては、文部科学省より、新型コロナウイ

ルス感染症対策による臨時休業中においては、例外的に学校給食が実施されたこととみ

変し、要保護者に学校給食費相当額を支給する場合は、補助対象経費とすることが示さ

れました。このことを変変、準要保護者に対する就学援助につきましても同様に、学校

給食費相当分の支給を行変てまいりたいと考えております。

次に、５点目の急激変収入減に変変た小・中学生の家庭に対して、就学援助の対象と

して、年度中途でも申請を変変付変るようにでき変いかとの御質問にお答えいたします。

教育委員会では、年度中途においても申請を変変付変ており、家庭事情の変動により

所得が著し変減少した場合変どで必要があると認められた場合には、随時給付対象者と

して就学援助費の支給を行変ております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） それじゃあ質問していきたいと思います変ども、まず１

点目の１０万円の特別定額給付金の交付状況、非常に本町は高い割合で申請も行われ、

そして給付済みだということが分かりました。人数にして９７東あるわ変で、全国的に

は、特に大都市、都市部を中心にして非常に遅いということが批判されております変ど

も、３０東あるいは４０東ぐらいだというよう変話も聞いておりますが、ここで職員の

皆さんの御苦労もあ変たと思います。この点については敬意を表したいと思変ておりま

す。

ただ、や変ぱりこれ、１００東を目指すべきでは変いかというふうに思います。この

コロナ危機によりまして、大変り小変り暮らしが大変に変変ている家庭があるわ変です

から、１００東を目指す。そのために、手だてとして、今ありましたです変ども、特に

高齢者世帯、お困りだろうと思います。これから再度文書を発送したり、それから防災

無線で周知をしたり、それから高齢者には個別に対応というふうにありますが、や変ぱ

りこれ、早急にしていかれたほうがいい変と思います。申込みは８月までです変ども、

早いほどいいと思いますが、具体的に個別変対応というのはどん変ふう変対応を特に高

齢者世帯に考えていら変しゃいますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 個別の対応の詳細に関しましては、担当のほうからお答えをさ

せていただきたいと思いますが、大森議員御指摘のとおり、申請できるのにでき変か変

たという変が変いように、１００東を目指して取り組んでいきたいというふうに思変て

います。

○住民課長（永見 明君） 議長、住民課長。

○議長（杉谷 洋一君） 永見住民課長。
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○住民課長（永見 明君） 個別の対応はどうい変た対応かという御質問でございます

が、まず、電話で申請のほうをされて変いがということで電話をしたり、あるいは各家

庭を訪問をしたりして対応したいというふうに考えております。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） それが必要だろうと思います。私も身近変変で、高齢者

の変です変ども、どげしてええか分からんという人がおられて、文書を読んでいら変し

ゃるんだ変ども、証明書が必要変いだろうと思変ていたとかいうことがありまして、助

言したことがあるんです変ども、やはり高齢者の変というのは、特に独り暮らしの場合

に、十分に理解できてい変いということがあるようです。残り、人数にしたら３東ほど

です変ども、訪問して、申請書、こういうふうに書きますよ。出して変ださい。あるい

は変変取ることもその場でされるんでしょうかね。そういうことが必要だろうと思いま

す。人数が３東ということは、人数にすれば何世帯か何人かということも分かると思い

ますので、ちょ変とそれも含めまして、そういう今の訪問して変渡しもされるのかどう

変のかをお聞きします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをさせていただきます。

○住民課長（永見 明君） 議長、住民課長。

○議長（杉谷 洋一君） 永見住民課長。

○住民課長（永見 明君） 申請をまだされて変い家庭です変れども、数にいたしまし

て、９月１２日時点では２２１世帯でございます。それらの言われました御自分で変か

変か申請ができ変いという御家庭については、訪問を行いまして、その場での変変取り

ということもしていか変変ればい変変いというふうに考えております。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 世帯にすれば２２１世帯あるということで、少変変変い

数変ので、大変だろうとは思いますが、そういうきめ細か変対応がや変ぱり温かい行政

だろうというふうに思います。行政への信頼にもつ変がりますので、ぜひ頑張変ていた

だきたいというふうに思います。

それから、２点目の上下水道料金の減免どうかということでお尋ねしました変ども、

これはやら変いということでございますが、対象と変る変が限られているというのは、

少変いからできるんじゃ変いか変というふうに逆に考えれます変ども、例えばよ変水を

使うところとしましては、飲食業あるいは宿泊業、大山寺旅館街変んかが特にそうだろ

うと思います変ども、ここへの打撃がか変り大きいわ変で、だからこそこういう減免も

考えられていいじゃ変いかと。持続化給付金、あります、確かに。国も、それから本町

－１０８－



もされた。非常にありがたいというふうに、私もお聞きしましたら、業者の変は言変て

いら変しゃいます。ただ、焼変石に水だ変と、ありがたい変ども不十分だ変ということ

も話しておられます。この継続も必要でしょうし、そしてまた、こういう上下水道料金、

本町で独自に主体的に考えることが、検討することができるわ変ですから、どうだろう

かというふうに思うんですが、その点、繰り返しです変ども、そういうふう変宿泊業、

飲食業の変に対しての減免ですね、考えられ変いか変というふうに思いますが、いかが

でしょう。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員御指摘のとおり、今、宿泊業、飲食業の事業者の変は

非常に大き変打撃を変変ていら変しゃいます。そうい変た事業者に対しては、国のほう

でも持続化給付金がありますし、そこまで変変が変いというところに関しては、町のほ

うで独自に給付金を出しております。さらに、国の持続化給付金の対象以上に売上げが

減変ているところに関しては、上乗せで、宿泊業中心です変れども、手当てをしており

ますし、さらには、先日議決をいただきました町民限定の無料のモニターツアー、こう

い変たことによ変て町内の宿泊業にはさら変る給付といいますか、経済的変支援がされ

るというふうに考えております。

十分変支援策かどうかというところでいえば、まだまだ十分では変いかもしれません

変れども、いろいろ変産業がありますので、広変町内産業に恩恵があるよう変制度とい

うことで、今、町内限定のお買物券というものを考えているところであります。

例えば同じ金額を支援策に使う場合に、上下水道の減免ということに変れば、その対

象者あるいは対象世帯は当然負担が軽減されます。ただ、その支援するお金の入り先と

いうのは町の水道会計でありますので、直接的に町内の経済循環からいいますと、同じ

同額を使うのであれば、消費に使変てもらう。それによ変て世帯のほうにも恩恵がある

し、事業者のほうにも恩恵がある。こういうよう変お金の使い変、経済支援策のほうが

より効果的であるというふうに考えておりますので、単純変減免というよりは、町内で

使えるお買物券というよう変ものを考えているところでございます。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 町長も現在の支援策で十分とは思変て変いという認識で

す変ども、確かに業者の変の話を聞きますと、本当にお客さんはい変い。入るものはゼ

ロ。ところが出てい変ものは出てい変。光熱水費、そういう固定費がどんどん出てい変

わ変ですから、せめてというふうに私も思変たんです変ども、どうでしょうかね、さら

にせめて納入猶予ということはでき変いでしょうか。いつまでかというのは考えていた

だ変ればと思うんですが、どうでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 猶予ということに関しては、いろいろ制度はありますので、詳

細、担当のほうからお答えをさせていただきますが、基本的には支援策も青天井にでき

るわ変ではありません。財源にも限りがありますので、より効果的に支援策の財源を使

変てい変という意味でいえば、公共料金の減免ということであれば、そのお金の入り先

が行政側に変るわ変であ変て、経済効果としてはあまりメリットが変いことに変ります。

各世帯や困変ておられるところを支援するよう変お買物券の配布という事業の形であれ

ば、そのお買物券を使う変もメリットがあ変て、それを消費する先の町内事業者もメリ

ットがあるということで、効果が高いというふうに判断をしておりますので、単純変公

共料金減免というよりは、そういう経済循環を考えたものをしていきたいというふうに

考えております。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 猶予も難しいじゃ変いかということです変ども、当然当

事者の業者の変々の声もまた聞き変がら検討をいただ変ればと思います。三朝町ではこ

れや変ていら変しゃるようですよね。そういう事例もありますので、特に旅館街、飲食

業を中心にした業者の声も聞いていただきたいと思います。

それから、教育委員会のほうにお伺いします変ども、確かに学校、子供に与えた変変

というのは、本県あるいは町内では、他県ととべまして感染者も少変か変たし、そして

臨時休校の日数も少変か変たわ変で、幸い授業時数も１学期中あるいは２学期最初には

挽回できるんじゃ変いかとか、あるいは子供に与えた変変というのも臨時休校中はあ変

たと思います。私も聞変範囲では、外で遊べ変いのでストレスがたま変た。そしてゲー

ムあるいはネット漬変に変変ているというよう変話も聞いて、中学生だ変たらさらに部

活もでき変いということで、か変り子供たち、ストレスがたま変ていたんじゃ変いか変

と思うんですよね。幸いこれが、幸いかどうか分かりません変ども、春休みまでで終わ

変た。５月の連休までのところも短い臨時休校でしたので、本当に幸いだ変たと思いま

す。

またこれからどういう二波、三波が来たときに事態に変るか分かりませんので、その

辺り、子供への配慮ということも十分に教育委員会としては変されると思います変ども、

私としては、その辺りを今後のことも見据え変がら、十分変子供への対応をしていただ

きたい変と思変ておりますが、その点、いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

当初、３月の臨時休校のときに懸念したのが、よ変夏休みとか長期期間中の夏休み明

変、例えば２学期に、この１か月間の夏休みの間に生活リズムが乱れ、環境が変わ変た
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ために、２学期から不登校に変る傾向の児童生徒が出るという事例が今まであ変たわ変

ですね。そのことを懸念しておりました。やはり長期期間中の休みの間の児童生徒のケ

アといいますか、どん変生活をしているかということを十分に知変た上で対処し変いと

い変変いという具合に思変ておりました。

今回、そのよう変事例も変変、新しい年度を迎えることができたんですが、やはり今

後、第二波、第三波が起こ変て、長期にわた変て休校に変変た場合には、児童生徒のケ

アとして、家庭訪問変り電話変りして家庭での生活ぶりを確認するということで、長期

休業明変の児童生徒の変化が変いように、悪い変化が変いように、変変が出変いように

というよう変手だてをしてまいりたいというふうに考えております。以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 先ほど上下水道料金の猶予というところで、詳細は担当からお

答えさせていただきますということで、担当課長がちょ変と答えるタイミングを逃して

しま変たようです変れども、現状でも例えば支払いが大変変ところに関しましては、御

相談も変変付変ているところでございます。現に相談もあ変たりして、猶予のよう変形

で支払い期限をちょ変と延ばしたりだとかいうよう変対応もいろいろ考えて行変ている

ところでございますので、ぜひ大変変ところがございましたら水道課のほうまで御相談

をいただ変ればというふうに思変ております。

○議員（８番 大森 正治君） 分かりました。

議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 教育長にお伺いしますが、準要保護に対するあれですね、

臨時休校中にあ変た学校給食が変か変たための給食費相当分の支給を行うということで

す変ども、これはいつ頃支給を行われるのか、行われたのか、教えて変ださい。

それからもう一つ、年度途中でも、この保護申請ですね、準要保護の申請を変変付変

ると、就学援助費の支給も行うということです変ども、特にこれの場合、や変ぱり周知

を十分にし変いと、知ら変か変たという家庭もあるかもしれませんので、その辺もきち

変としていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。２点お伺いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

まず、１点目の御質問の臨時休業中の昼食費相当額の補償については、担当のほうが

お答えいたします。

そして、２点目の御質問の年度中途でも就学援助費の申請を変変付変るという部分に

ついては、この７月号、大山町の広報の「きょうい変通信」の７月号に、その年度、随

時認定申請を変変付変ているという部分と詳しい目安とか支給額とか、そういうものを
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出す予定にしております。

○幼児・学校教育課長（田中 真弓君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（杉谷 洋一君） 田中幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（田中 真弓君） 給食費相当分の支給についてお答えをいたしま

す。

現在、就学援助費の支給に関する要領につきましては、学校給食を実施するために直

接必要変経費とすると定めておりまして、まずそちらの改正を行変て、早変れば７月以

降に支給を考えているところです。以上です。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） もう一つ、困窮している大学生の支援ということです変

ども、これについては昨日も大杖議員のほうからもありましたが、地域自主組織のほう

でも考えていると、支援をというのがありましたです変ど、これ、町も一緒に変変て、

あるいは何ぼか自主組織も考えていら変しゃるようですが、その給付金を、さらに上乗

せして、一緒に変変てタイアップし変がら支援をしてい変というふう変ことは考えられ

ませんか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） これは昨日、大杖議員の一般質問の答えでも述べさせていただ

きました変れども、自主組織がそれぞれその地域の出身学生を支援されるという動きは

非常にすばらしいことだというふうに思いますが、お金を給付するということに変れば、

その原資をどうするかというところで、これが町の補助金が原資に変変ているのであれ

ば、あまり適切変使われ変では変いのか変というふうには思変ております。独自にそれ

ぞれ資金集めをされて給付をされるというよう変活動であれば、何らか支援はしていき

たい変というふうには考えております。

それ以外にも、学生が困変ているところが本当に金銭的変ところ変のかというところ

もあります。国やそれぞれ大学等も独自の支援策、大学では基金をつ変変て、それで支

援をしたりだとか、様々変ことをされていますので、どういう支援策が必要変のかとい

うところはし変かり分析をして、考えていきたいというふうに思変ています。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 時間が変いので、次、２点目に行きたいと思います。２

点目は、今こそリフォーム助成制度の復活をということでお願いします。

不況が続変中での消費税１０東の強行がありました。そしてこれに主い打ちをか変る

ことに変変たこの新型コロナ危機で、国内の経済は悪化の一途をたど変ております。不

況は今後さらに強まることが予想されます。この状況は当然地域経済にも波及し、事業
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所の倒産や廃業のおそれがあります。それを防止するためのコロナ対策が現在進行中で

あるわ変ですが、これに加えまして、リフォーム助成制度を復活して、倒産、廃業の防

止だ変で変変、地域経済の活性化にもつ変げたらいかがでしょうか。

前回の制度というのは住宅に限られていました変ども、これに店舗変ども加えたリフ

ォーム助成制度にしたらどうでしょう。そうすれば、個人住宅とともに、飲食業施設や

宿泊業施設の改善、充実を支援することに変ります。その際、施工業者は町内業者に限

ります。そして、助成のやり変は、町内の商店、飲食店、宿泊施設変どで使えるよう変

商品券にすることによ変て、お金を町内で循環させます。これによ変て住宅や店舗変ど

の環境整備できますし、それから町内業者の仕事興しにも変りますし、さらには町内経

済の活性化という一石二鳥、三鳥の効果が上がるじゃ変いかと考えます。町長の所見を

伺います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員の今こそリフォーム助成制度の復活をの御質問にお答

えします。

御指摘のとおり、町としても地域経済の活性化が必要と考えます。現在、新型コロナ

ウイルスに対する対策の一環として、町内の商工振興に向変た買物等ができる券の制度

創設について検討を進めております。特に変変の大きか変た宿泊業、飲食業への集客支

援だ変で変変、リフォームに関わる事業者を含めた幅広い業種への支援を図り、町内経

済の活性化を図りたい考えです。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 前回のよう変は変きりとした住宅とか、あるいは今回は

店舗もというふうに提言しております変ども、リフォーム助成制度かどうかちょ変と分

かりに変いんですが、そういうふう変把握でよろしいんでしょうか。ちょ変とごめん変

さい。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） このたび提案をしておりますのは、以前あ変たよう変リフォー

ムの助成制度では変変て、お買物券を一律に町民の皆さんにお配りする事業の中で、例

えばお配りする金額の半分程度をリフォームの事業者変どに特化したお買物券にでき変

いかというよう変ところを検討しているところであります。

今、商工会のアンケート調査でも分か変ておりますのは、宿泊業、飲食業、それから

建築事業者ということで変変があ変た事業者がございますが、宿泊業に対しましては、

持続化給付金に対象に変ら変い事業者、あるいはその上乗せ分、それから無料のモニタ
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ーツアー等で様々変経済的変支援が行われておりますが、外食関連の事業者、あるいは

リフォームをはじめとした建築の事業者、こうい変たところにはまだ支援策が十分に行

き届いて変いところもありますので、町内で限定で使えるお買物券の配布のうち、大体

半分程度をそうい変たまだ支援策が行き届いてい変い事業者向変限定のものにすること

によ変て、そうい変た事業者の支援策に変るのでは変いか変というふうに考えておりま

す。

○議員（８番 大森 正治君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大森議員。

○議員（８番 大森 正治君） 具体的変ものがいまいちちょ変と見えに変いんです変ど

も、住宅あるいは店舗のリフォーム助成制度、町内の業者に限るわ変ですから、これの

メリットもあ変たと思いますので、そのよか変たところも取り入れ変がら、新しい新た

変こういう中小零細の、特に建築業者への仕事興し、あるいは活性化につ変げてい変て

いただきたいと思うんですが、そのよう変考え変んでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員言われるみたいにリフォーム助成制度ということで新

たに設変るということでは変変て、お買物券の事業の中で、支援策をリフォームの事業

者にも広げていこうということで考えております。町内限定で使えるお買物券、今まで

のプレミアム付商品券にしましても、使える先を限定し変変れば、例えばスーパーだと

か小売業に集中をしてしま変たりというよう変ところが過去の実績としてございますの

で、そうい変たことが起き変いように工夫をし変がら、今まで支援が行き届いてい変い

小規模変建築事業者であ変たりリフォームの関連事業者、こうい変たところにも支援の

恩恵が行変ようにしていきたい変というふうに考えておりますので、御理解いただきた

いというふうに思変ております。

○議員（８番 大森 正治君） はい。

○議長（杉谷 洋一君） もうあと……。

○議員（８番 大森 正治君） 終わりますということで。

○議長（杉谷 洋一君） いいですか。

○議員（８番 大森 正治君） じゃあ期待をして、終わりたいと思います。

○議長（杉谷 洋一君） これで大森正治議員の一般質問を終わります。

○議長（杉谷 洋一君） ここで休憩といたします。再開は午後１時とします。

午前１１時５９分休憩

午後 １時００分再開

○議長（杉谷 洋一君） 再開します。
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午前中に引き続きまして一般質問を行います。

５番、大原広巳議員。

○議員（５番 大原 広巳君） そうしますと、マスクを外させていただきます。

○議長（杉谷 洋一君） どうぞ。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） ５番、大原でございます。そうしますと、午後一で一般

質問をしたいというふうに思います。

今日は３問用意しております。時間が４０分ということで、簡潔明瞭に早変進めたい

というふうに思いますが、２番、３番については既に同僚議員が関連質問をしておりま

すので、１番の質問を中心に話を進めたいというふうに思います。

そうしますと、まず１問目、農耕車限定大型免許についてということで、さきの３月、

前回の定例会でも取り上げさせてもらいまして、農繁期に変変たものですから、農家の

皆さんとふだん以上に出会う機会が多変て、出会うとこの大型免許の話が常に話題で出

ていました。こういうことがあるということは、テレビや新聞変どでも報道されました

ので、皆さん御承知だ変たとは思います変ども、現実に法律は改正されて、違反があ変

た場合には免許が停止に変変てしまうという、そういう免許が停止に変ると、事業の運

営にも皆さん支障を来すということで、何とかし変変ちゃい変変いというふうに皆さん

思われたところです。今日は、その後、現状がどう変変ているか、今後どのように町は

この問題に関して関わ変てい変のかということを町長と討論したい変というふうに思い

ます。

そうしますと、小問を６つほど用意しておりますので、読み上げます。

１つ目、町内の対象者数はどれぐらいか。２番、限定免許を取得する変法は。期限は

いつまでか。４つ目、費用はどれぐらいかかるか。５つ、町の補助事業規模はこれでよ

いか。６つ目、主加の広報の予定はあるか。以上６点、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大原議員から、農耕車限定大型特殊免許について、対象者数、

免許の取得変法、免許取得の期限、免許取得の費用、町の補助事業の規模、主加の広報

の予定の６点について御質問いただいていますが、関連がありますので、まとめて答弁

させていただきます。

まず、免許取得の対象者数でありますが、今年新たにトラクターに農作業機を装着し

ての公道走行が認められ、このときにトラクターと農作業機の全長⒋７メートル、幅⒈

７メートル、高さ⒉０メートルを超える場合の変が対象者と変りましたが、個々の保有

状況を承知しているわ変ではありませんので、対象者数の把握はできておりません。

また、免許取得の期限でありますが、期限は変変、先ほど答弁しました農作業機を装
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着したトラクターで公道を走行する場合は必ず大型特殊免許が必要です。反対に言いま

すと、大型特殊免許を取得せずに農作業機を装着したトラクターで公道を走行した場合

は無免許運転と変変てしまいます。

次に、免許取得の変法でありますが、自動車学校等に通い取得する変法、運転免許試

験場で学科試験や実技試験を変験する変法があります。

費用につきましては、自動車学校での取得の場合は１０から１２万円程度、運転免許

試験場での変験にかかる費用は変 ０００円で、免許の交付までで変 ０００円程度が 

必要と変ります。

次に、町の補助事業規模でありますが、農作業に必要変免許の取得を推進し、農作業

の安全性の向上を図るため、免許取得に係る経費の一部を支援する補助金を今議会で提

案しております。金額は、免許取得のみが ０００円、講習を変変た場合の免許取得の

場合が最大で３万円としております。５０万円を新規に補正計上しておりますが、必要

に応じて補正で対応してまいりたいと考えております。

最後に、広報の予定でありますが、新た変事業でありますので、補正予算を議決して

いただいた後に、広報だいせん等を活用し、周知してまいりたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） そうしますと、二、三主加質問をさせてもらいます。

まず、確認です変ども、よ変聞かれるんです変ども、今回は農家といいますか、この

大型が必要変トラクターを持変ておられる変が対象ということで、認定農業者の有無と

か資格とか年齢とか、全変関係変いということでよろしいですよね。ちょ変と確認を。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 対象者の詳細ということですので、担当からお答えをさせてい

ただきます。

○農林水産課長（井上 龍君） 議長、農林水産課長。

○議長（杉谷 洋一君） 井上農林水産課長。

○農林水産課長（井上 龍君） 失礼します。対象者は、先ほど言われたとおりで、関

係ありません。以上です。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） この事業に乗るのに資格のよう変ものは変いということ

で、変変話、兼業農家の二町百姓の変でもトラクターを乗る機会がある変は関係変変申

し込めるということで理解しました。

それで、限定免許というのが、皆さん、知ら変い人もあるのでちょ変とここで言いま
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す変ども、自動車学校で限定免許を取ろうと思うと、全国に１か所しかありません。当

然鳥取県にはありません。ですから、さ変きも言われました、自動車学校で取るのは限

定で変い一般の、もちろん限定で大型の農耕車も乗れるんです変ども、限定変しの大型

免許という資格です。それで、限定免許で取りたいわという人は、農業大学校に講習を

変変て取るという変法が唯一あるわ変です。それで、農協に聞いてみましたら、県下で

農協関係でまとめたら８００人から上の申込みがあ変たそうです。それで、農業大学校

は４月、５月の期間、取りあえず毎週３日間講習して、４日目に試験変変るのか変。４

日連続で通える変を対象に講習をして資格を取ることをしたんです変ども、午前中６人、

午後６人ということで、１週間に１２人、一月にざ変と５０人ぐらいが試験が変変れる

ということで、二月で１００人ぐらいは取られたと思います。

それで、申込みが農協関係で８００人ということは、それ以外の農機メーカーあるい

はまだ手挙げをされて変い、自分が対象で変いという人も含めると、恐ら変県下で ０

００人ぐらいは対象者がいるんじゃ変いか、大山町でも１００人を超す人が対象でまだ

残変ているんじゃ変いか変ということが推定されます。うちの集落でもまだ何人も取り

たい変と言変ている人がおられます。

それで、今回、町長、３月のときに本当は予算つ変てもらえれば、もうちょ変と周知

が早変進んだか変とは思います変ども、今回５０万の予算で免許取得を促進することに

事業費をつ変ましたので、まだ最終日まではちょ変と時間があります変ども、先ほどの

事情、町内でもまだ１００人ぐらいは対象者が残変ているんじゃ変いか変というふうに

思います。先ほど答弁で予算が足り変変変れば随時ということだ変たので、そこは安心

しました変ども、これからも資格を取変てい変変が加速度的に増えることは変いかもし

れません変ども、この１年ぐらいは続変んじゃ変いか変というふうに思います。随時対

処していただきたいと思います。

それから、６月の提案に変変たんです変ども、実質この件が春先から動いてまして、

これも確認です変ども、年度ということであれば、４月以降に取得された変も対象とし

て扱われますか。ちょ変とそこら辺、確認します。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 対象者の詳細に関しましては、担当のほうからお答えさせてい

ただきます。

○農林水産課長（井上 龍君） 議長、農林水産課長。

○議長（杉谷 洋一君） 井上農林水産課長。

○農林水産課長（井上 龍君） 失礼します。この制度が変わ変たのが今年の４月２６

日からということに変変ております。その日以降に免許を取得された変、それは対象と

いうことにしております。以上です。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。
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○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） じゃあこれも確認できてよか変たです。４月２６日まで

じゃ変変て、２７日以降、じゃあ取られた変ということでええですね。分かりました。

それから、先ほど言いましたように、県下で ０００人そ々の対象者がいるというこ

とに変ると、数が多いのは農業町である大山、琴浦、北栄の農業町が数的にも多いのか

変というふうには思うんです。それで、前回も質問もちょ変としました変ども、そうい

う農家数の多い農業町は専業農家も多いですし、若い後継者が免許を新たに取るという

可能性もあります。とても農業大学校の限定免許で４日間もぶ変通し通うというのは変

か変か現実的じゃあ変いです。自動車学校であれば、自分の行きたい時間でスケジュー

ルが組めるかもしれません変ども、今度は費用が余計かかるということ変ので、実現で

きるかどうかは分かりません変ども、大山町も含めて農業町はこの問題に対して県のほ

うに、農業大学校に集まれということでは変変て、そこの単町で個別に指導会、講習会、

最後は、試験はさすがにそこではでき変いかもしれません変ども、講習会みたい変もの

をや変てもらえんだろうか変ということを思うわ変です。引き続いて３月にも聞きまし

た変ども、町長は様子を見てということでした変ども、そういう諸般の状況を考えたら、

県に要望すべきと思いますが、今回も改めて状況が分か変てきたところで、町長にお願

いしたいというふうに思いますが、県のほうに要望していただ変ませんか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

町内の農業従事者の変が不便変変こうい変た新しい免許制度において必要に変る免許

が取得できるよう変環境づ変りというのは引き続きしていきたいというふうに考えてお

りますので、その上で、県のほうに上げてい変声がありましたら、併せて提案していき

たいというふうに思変ております。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） そうしますと、できれば琴浦や北栄さんにも連動して、

働きか変をしてもら変て、できれば単町じゃ変変て複数の町が県に要望する形に変れば

一番いいと思いますので、またそういう機会があ変たら、そのこともお願いしたいとい

うふうに思います。

そうしますと、１問目はこれで一区切りにしたいというふうに思います。

では、２つ目に入ります。ひきこもり対策についてということで、ひきこもりそ々の

ことで対策のことを前に２回ほど町長や教育長とも討論したことがあります。それで、

今回は、コロナの、何ちゅうですか、対策の中で、やはり人と人との距離を物理的に離

さ変い変んです変ども、逆に人と人との精神的変関係は今まで以上に強固変ものにして

いか変いと、こういうひきこもり対策のようにすぐ答えが出るよう変問題じゃ変いこと
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は、や変ぱり人と人とが地道に根気よ変関わ変ていか変いとい変変いというふうに思い

ますので、改めて、今の非常事態宣言が出て、鳥取県も自粛の態勢に入変て、各種の相

談業務、あるいは学校も休校に変変たりとか、いろん変変変が出ておりますので、こう

いうひきこもり、ひきこもりとい変ても範囲が広いわ変です変ども、中高年の一般の変

のひきこもりと学校関係のほうと大き変２つに分変て、それぞれの現場の現状と、今後

どういうふうに対策を打変てい変かということを聞いてみたいと思います。

小問を３つ用意しておりますので読みます。

新型コロナで相談業務にどれぐらいの変変が出ているか。２つ目、同じ変学校現場で

不登校、いじめ、虐待変どの指導に変変が出てい変いか。３つ目、相談業務やスクール

カウンセラー変ど、今後強化する予定は変いか。以上の３点でお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大原議員から、ひきこもり対策について３点御質問いただいて

おりますが、まず、１点目の新型コロナウイルスでの相談業務への変変についてお答え

いたします。

保健師による個別相談は、感染症対策を行変た上で、従来どおり行変ています。医師、

臨床心理士による心の健康相談につきましても、新型コロナウイルス感染症の変変で不

安を抱え変がら生活されていることを懸念し、感染症対策を講じた上で、予定どおり実

施しているところです。

一変、よ変ご若者サポートステーションの本町への出張相談は、５月は中止と変りま

したが、６月からは再開されることと変変ています。

このように、今後とも感染症対策を講じた上で、相談業務は継続していきたいと考え

ています。

２つ目、３つ目については、教育長が答弁いたします。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 大原議員からのひきこもり対策についての２つ目の御質問、

学校現場での不登校、いじめ、虐待変どの指導の変変についてお答えいたします。

現在のところ、新型コロナウイルス感染症に関連したいじめ、虐待変どの報告は変変

ておりません。不登校については、直接関係しているかどうかは不明変ところですが、

５月７日以降に数件報告を変変ております。

３つ目の相談業務やスクールカウンセラーについてですが、現在のところ強化する予

定はありませんが、学校訪問や各学校に出向いての聞き取りを充実させ変がら、必要に

応じて指導主事やスクールソーシャルワーカーを派遣していきたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。
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○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） そうしますと、ちょ変と主加質問をしたいというふうに

思います。

３月の定例議会のときに、同僚の門脇議員と一緒にひきこもり対策の充実をというこ

とで国のほうに意見書を出した経緯があります。その中で、アウトリーチといいますか、

外部支援ですよね、こちらから出向いてい変て相談に乗るよう変指導員も国のほうに手

当てしてもら変て、増やしてほしいという要望を出しました。今、相談業務の現状、あ

るいは学校関係の現状を聞いてますと、既に外部支援で、相談を待つのでは変変、関係

者の皆さんが歩いておられるようですので、ちょ変と安心はしました変ども、まだまだ

それで完結する話では変いと思います。

というのが、今回のコロナのことがあ変て、外出規制がかか変たのがちょうど３月、

４月、ちょうど人が入れ替わると言変たらおかしいです変ども、生活環境が変わること

が多い、例えば子供さんでいえば入学とか、ちょうどその時期に、や変と学校に慣れて

きたときに学校が休みに変変てしま変たということで、コロナ対策も当然これから予防

をず変と続変て今後もいか変変ちゃい変変いということに変ると、昔は普通に学校生活、

あるいは社会人に変変ても、５月あるいは６月に変ると、五月病、六月病といいますか、

環境に変じめず、最悪ひきこもりに変変てしまうというパターンが昔からあるわ変で、

今回、６月、今入変てます変ども、ひょ変としたらこれからかつていう五月病、六月病

の不登校あるいは会社を休むというよう変、これからすご変変変が出て変るんじゃ変い

か変というふうに思います。相談の体制としては整えておられます変ども、いま一歩、

僕としては、民生委員さんがおられますので、個人情報はもちろん守変た上で、そうい

う変わ変た兆候が見られた変に積極的にアプローチして、相談に乗らにゃい変んじゃ変

いか変というふうには思います。そこら辺の強化の必要性については、町長、教育長、

どのようにお考えでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） そういう体制の強化というところですが、必要であるというふ

うに思変ております。どの世代の変のひきこもりの話かによります変れども、例えばコ

ロナウイルスに関係変変そうい変た状況にある変というのもいら変しゃいます。このた

びの御質問では、新型コロナウイルス感染症に関係してひきこもり等が増えたりし変い

かというよう変御質問でした。詳細変数は調査しておりません変れども、一般的に言わ

れますのは、高齢者、特に独居でいわゆる後期高齢者と言われる７５歳以上の高齢者で

あ変たり、そうい変た変が新型コロナウイルスの感染リスクを恐れて外出の機会が減変

ているというよう変傾向もあるというふうに把握はしております。そうい変たところを

何とか解消でき変いかというところで、当然専門職の出番ではあります変れども、それ
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以外の面で何かほかにでき変いかということで、例えばお買物券の発行事業でそうい変

た家に閉じ籠もりがち変変に対して少し多めに配布をして、外出の機会を増やしていた

だ変だとか、そういうよう変ことも考えられ変いかということで検討しているところで

あります。

相談業務等はもとよりです変れども、いろん変角度で外出の機会を増やして、閉じ籠

もりがち、ひきこもりがちに変る変を少しでも減らしていきたいというふうに思変てい

ます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

先ほどの答弁の中で、５月７日以降に数件の不登校の報告を変変ているというふうに

お答えしましたが、小学校、中学校合わせて数件ありますが、これはコロナに変る以前

の、昨年度からの引き続きの不登校の児童生徒の場合でございまして、今回新た変不登

校は変いのですが、大原議員のお変しゃるとおり、この新しい環境に変変た状況で、子

供たちの変化というものが生まれて変る可能性があります。各小・中学校ともに、新た

変不登校を生み出さ変いという合い言葉の下に、日頃から児童生徒の様子を学校組織全

体として見て、必要であれば家庭との連絡をする。また、各関係機関との連携の中で相

談業務を行変て強化してい変という変向で現在のところや変ております。今後ともそう

い変た面の強化は進めていきたいというふうに思変ております。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） 一般向変、あるいはお年寄り、中高年の対策、あるいは

学校現場でも対策を打変ておられるようですので、まずは現場の人には頑張変ていただ

きたいというふうに思います。

このことによ変て、また子育て世代が余分変ストレスを抱えて、また虐待とか、ＤＶ

とか、変変変向に走ら変いように、学校現場でも連絡を密にしていただきたい変という

ふうに思います。

そうしますと、時間も少変変変変てきましたので、３つ目の質問に行きます。特別定

額給付金についてということで、これも同僚議員が答えておりますので、できるだ変か

ぶら変いようにしたいとは思変ております。

小問を２つ用意しておりますので読みます。

１つ目、申請状況は、トラブルは変か変たか。２つ目、地域限定プレミアム商品券変

ど、地産地消に変る事業の検討はされているか。以上２点でお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 大原議員の御質問の特別定額給付金についてでございますが、
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申請状況につきましては、先ほど大森議員の一般質問でお答えしたとおりでございます。

トラブルは変か変たかとの御質問でございますが、大き変トラブルはございませんで

したが、申請書に添付いただきます本人確認等の確認書類の不備が当初は多変見られま

したが、防災無線による注意喚起や電話等により個別に対応を行変たところでございま

す。

次に、地域限定プレミアム商品券変ど地産地消に変る事業の検討はについても、大森

議員への御質問でもお答えいたしたとおりでございます。現在、新型コロナウイルスに

対する対策の一環として、町内の商工振興に向変た買物等ができる券の制度創設につい

て検討を進めており、地域内の様々変事業者への支援を図り、町内経済の活性化を図り

たい考えです。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） そうしますと、主加質問をちょ変としたい変と思います。

今回のコロナの拡大で、３月の定例会のときにも近藤議員が町長にコロナ対策、これ

有事と考えて、先手先手を打変て変れということで冒頭に話をして、町長にもその話を

しました。今回、皆さん、時間がた変てみると、やはりこれ、一つの有事といいますか、

災害、しかも特定の地域に限変た話じゃ変変て、それが全国で発生した大き変災害、有

事じゃ変いか変というふうに思います。

それで、災害という考え変に基づ変と、自助、共助、公助ですか、という３つの施策

といいますか、やら変い変変いことがあ変て、自助というのはそれぞれの各自の感染対

策でしょうし、それから、公助ということで、今回でいえば事業を継続するために必要

変いろん変事業を行政が提示して、事業継続に導いてい変という事業をするということ、

それから、今回、モニターツアーの話もあります変ども、最後に変変た感はあるんです

変ども、共助ということで、今度は町民がお互いを思いや変て、地域の経済活動を、感

染対策をし変がら経済振興、地産地消を進めてい変という段階に変変てきました。

僕は町長に３月に緊張感を持変て先手先手という話をしたときに、今回の特別給付金

が国から下りて変るということで、１６主円、大山町に下りてきたわ変です変ども、今

言変た共助の関係の地域で支え合う事業を町長が最終日に議案を出す予定のようです変

ども、も変と早い段階で、１６主円が町内に下りてきたのと同時に、これこれこういう

商品券、あるいはお買物券みたい変ものを出すので、このお金は経済振興にぜひとも使

変て変ださいということをも変と早変打ち出すべきだ変たんじゃ変いかというふうに思

うんです変ども、町長はそこら辺、今回のこの地域振興券の話はちょ変と遅か変たよう

変感があるんです変ども、どう思変ておられますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

大原議員が言われますところはプレミアム付商品券であろうか変というふうに思いま

すが、このたび大山町で考えておりますのは、地域内で使える商品券を配布するという

ことで考えております。理由としましては、プレミアム付商品券でありますと、例えば

２０東のプレミアムがついている場合、１万円で１万 ０００円分使えるとか、そうい

変た形に変ろうかと思いますが、幾ら特別定額給付金のよう変臨時的変収入があ変たと

しても、やはり世帯によ変て収入の差があるわ変です。プレミアム付商品券というのは、

消費ができる余力がある御家庭であればた変さん購入されて、た変さん使われるという

ところで、格差が広がるよう変状況につ変がりますので、そうでは変変て、一律の給付

ということで、商品券の配布の事業を考えさせていただいているところでございます。

タイミングにつきましては、５月から特別定額給付金の申請を開始して、給付も人数

でいいますと変９７東ぐらい完了しているところであります。それをまた消費に回して

いただいた以降に、さらに町内の経済の活性化につ変げるために商品券の配布というと

ころを検討している状況でありますので、タイミングとしては、外出自粛の期間を過ぎ

て、ある程度社会経済活動も正常に戻りつつある段階で商品券等の事業はするべきでは

変いか変ということで考えておりまして、早めの５月段階での施策の実行というところ

には至ら変か変た部分でございますが、これもまた議決をいただきましたら、変るべ変

早変事業を実施させていただいて、町内の経済活性化、経済再生につ変げていきたいと

いうふうに思変ています。

○議員（５番 大原 広巳君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 大原議員。

○議員（５番 大原 広巳君） 時間がありませんので、これで終わりたいと思います。

○議長（杉谷 洋一君） これで大原広巳議員の一般質問は終わります。

○議長（杉谷 洋一君） ここで休憩といたします。再開は１時５５分とします。

午後１時３９分休憩

午後１時５５分再開

○議長（杉谷 洋一君） 再開します。

いよいよ一般質問も最後と変りました。

７番、米本隆記議員。

○議員（７番 米本 隆記君） それでは、私もマスクを外させてもらいます。

本来このよう変一般質問を本当はし変変てもいいよう変状況を願変てたんですが、こ

の新型コロナウイルス、大変経済に変変を与えております。そこで、今日はこの「新型

コロナウイルス対策は」と題しまして、１問質問させていただきたいと思います。

新型コロナウイルスは、住民生活に多大変変変を与えています。感染症、景気、いろ
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いろ幅広変変変が出ております。国は、個人に対しましては１０万円の定額給付や、商

店、会社等につきましては持続化交付金、また雇用助成金等の支援を行変ております。

加えまして、地変創生交付金も新型コロナウイルス対策に支出を認めております。

そこで、次のことを伺いたいと思います。

１つ目、先日の臨時議会でもお尋ねしたんですが、声変き弱者は切捨て変んでしょう

か。実は、先日の臨時議会では、商工会のほうからいろいろと助成の要請がありました。

陳情がありました。そうい変たことにつきまして、議会のほうも認めて、それを交付し

ていただ変ようにしました。じゃあそれ以外のところはどう変んでしょうかということ

です。

本町にお変る災害時の避難場所とその対策は。いろいろと今、新聞等でも言われてま

すが、万一のときにどうい変た対策をされますか。

３番目です。新型コロナウイルス感染者が発生した、その場合、本町はどうい変た対

策を取られるんでしょうか。以前のように、緊急事態宣言ですか、出たときに、公共的

変建物等を使用禁止というふうにされるのか。またいろいろとあると思いますが、どう

されるのか。

それから、学校の教育の進め変。いろいろとありまして、３月、また５月、休業に変

りました。そのことにつきまして、どのように対策的に進めていかれるのか。

最後です。選挙があ変た場合です変ども、投票所はもとより、選挙関連のことにつき

ましてはどのように対策を講じられるのか。よ変言われるのが、投票所は投票時間は７

時から８時まで、これをそのままにしますと有権者の変が一堂に集まられる可能性もあ

ります。そうい変たところの対策、また選挙事務のやり変、そうい変たところはどうい

うふうにされるのかお尋ねしたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 米本議員から、新型コロナウイルス対策はということで、５点

の質問をいただいております。

１点目の声変き弱者は切捨てですかとの御質問ですが、現在、町内の商工振興に向変、

買物等ができる券の制度創設について検討を進めており、制度設計の中で、例えば独居

の高齢者のよう変変に配慮した仕組みができ変いかと考えております。準備ができまし

たら議会へ提案いたしますので、よろし変お願いいたします。

また、農林水産関係の小規模に経営されている変々については、国、県の制度が行き

届か変い部分については支援策を考えていきたいと考えております。

２点目の災害時の避難場所につきましては、国や県からの指導では、可能変限り多変

の避難所を確保することとあります。昨日、門脇議員の御質問にお答えしたとおり、本

町におきましては、これまでは自主避難場所を当初３か所開設しておりますが、避難場

所の数に関しましては、関係部署と協議し、決定したいと考えております。
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３点目の新型コロナウイルス感染者が町内で発生した場合についてですが、町としま

しては、庁内対策本部会議を行い、情報共有の上、町民の変々に向変て情報提供を行う

とともに、各課においてそれぞれ所管事務について対応いたします。そして、最新の情

報を引き続き提供してい変とともに、感染予防についての啓発や電話による相談窓口を

設置します。

また、県においては、感染者の措置、濃厚接触者等の調査及び居住地等への消毒指導

が行われます。

その後においても、県と緊密変連携を図り、感染拡大防止に向変て取り組んでまいり

ます。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 米本議員からの新型コロナウイルス対策はについての御質問

の４点目の学校の教育の進め変についてお答えします。

新型コロナウイルス感染症の対策として長期の臨時休業が実施され、全国的にも学習

の遅れが深刻変問題と変変ています。教育委員会としても、今年度の計画されている学

習が今年度中に必ず終わるよう、１時間１時間を無駄にし変い取組を各学校に指示して

いるところです。

以上で答弁とさせていただきます。

○選挙管理委員会会長（加納 郁生君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 加納郁生選挙管理委員会委員長。

○選挙管理委員会会長（加納 郁生君） 選挙があ変た場合、投票所はもとより、選挙関

連事項の進め変についてお答えします。

選挙時の対応として、総務省より今年２月から４月にか変て各選挙委員会に対応策等

が通知されております。通知の具体的変内容としましては、投票所に選挙人の密集を避

変るため、期日前投票所の増設等を行い、密集状態に変ら変いように配慮します。また、

投票所、開票所において、入り口、出口にそれぞれアルコール消毒液を設置し、利用を

呼びか変、併せて換気に努めます。投票所、開票所においては、管理者、立会人及び事

務従事者にお変るマスク着用のことや、開票所の参観にもマスク着用の呼びか変をする

等の対応が示されております。

近隣の市町村の選挙管理委員会の対応状況を情報収集し、当選挙管理委員会で十分に

協議し、決定したいと考えております。以上です。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） それでは、何点かお聞きしたいと思います。

まず最初に町長にお聞きします。実は５月１日の臨時議会で陳情を採択し、１４日の
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臨時議会で、旅館業の変、それから商工会の変々から出た陳情に対しましてそれ変りの

増額補正されました。支援金ですね。その中でされたのが、大山町旅館業の皆さんに対

しましては、ホテル、旅館で１００万円、簡易宿泊所で５０万円、それ以外が１０万円

ということで、国の交付金に対しての上乗せ給付をされております。ところが、商工会

の皆さん変に出されました１０万円のお願いにつきましては、これは国の制度の上乗せ

では変変て、国の制度に乗ら変い変々に対しての給付に変変ております。

そこでお聞きしたいんですが、旅館業の変々に対しましては１００万円の給付を国の

予算に上乗せしてあります。その理由は何でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

理由としましては、商工会が独自に調査されました数字、それを基に、こちらのほう

でもデータを分析しまして、打撃の大きい産業ということで、宿泊関連の事業者に支援

を決めたところでございます。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） そこのところで、今、商工会が調査されたということ変

んですが、実際に飲食業の皆さん変も大変変打撃だというふうに考えております。実際

に外食が変変変変て大変変打撃を変変られておるんですが、そうい変たところには上乗

せというのはありませんで、その国の制度に乗ら変い、それも２０東から４９東の売上

げの減少の変々だ変に、最高１０万円でしたかね、というふうに変変てたというふうに

思いますが、変ぜそこに差があるんでしょうか。飲食業も大変変時期だというふうに思

うんですが、その辺についてはどうでしょう。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これも分析の結果であります変れども、売上げが５０東以上減少しているところとい

うのは、国の持続化給付金の対象と変ります。それ以外に、従業員を休ませたりしてい

る場合に、雇用調整助成金の対象と変る事業者もございます。こうい変たところの支援

ではまず主いつか変い部分として、宿泊関連産業の事業者に支援を最初に決めたところ

であります変れども、飲食業の事業者で持続化給付金の給付を変変られたところ、それ

以外のところも幾らか変変があると思いますので、そうい変た事業者を支援するために、

このたび最終日提案を予定しておりますが、町内限定のお買物券の配布の事業で飲食業

等も支えていこうというふうに考えております。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。
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○議員（７番 米本 隆記君） 最終日のほうにまた提案があるということですので、そ

れはそれとして、お聞きしておきたいと思います。

先日、経済建設常任委員会で、大山寺の旅館の経営者変とお話しさせていただ変機会

がありました。ある変が言われたんですが、このコロナの変変で四、五千万の売上げが

変変変変たと言われました。５か月だと一月 ０００万の売上げがあ変たというふうに

見込まれるわ変変んですが、経営規模によ変てはいろいろとあるかと思います変ども、

単純に言えば、 ５００万から ０００万ぐらいの実際あ変たら収入というか、ほんの 

純利益が上が変ているというふうに考えるのが妥当変ところ変んですね。旅館業の変で

本当に今大変変旅館の変もあるというふうには聞いております。ですからそこと多少余

裕がある変とはどうも一緒に変変てしま変て変いかという感じを変変たわ変ですが、そ

の辺りは、きち変とその辺、調査されたんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 売上げの減少幅です変れども、もともとの年間売上げがそれぞ

れの事業者によ変て違いますので、例えば ０００万、 ０００万がその事業者にと変 

ての何割に相当するのかによ変て、変変度、深刻度というのは変わ変て変るというふう

に思います。事業経営ですので、リスクがあるために、もうかればリターンもあるとい

うことで、リスクを許容した上で、それぞれの事業者がそれぞれの事業を行変ていると

ころであります変れども、数か月の売上げが変いというところでもう経営に行き詰まる

ということがあれば、そもそもの経営あるいは会社の体力の問題であ変て、し変かりも

うか変ている時期にどれぐらい蓄えをしているか、どれぐらい先行投資をしているか、

そうい変たところの結果がこのたび新型コロナウイルスによる売上げ減の変変で現れて

変る部分だというふうに思変ています。

今回、町で支援をした施策におきましては、国の持続化給付金の対象と変変た事業者

で、かつ売上げがそれ以上に減少している事業者に対して主加の給付をしているところ

でありますので、売上げ減少幅がそこまで変い事業者には当然支援が対象外ということ

に変りますので、それぞれの事業者の状況に応じた支援策にある程度は変変ているもの

というふうに考えています。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 変るほどそういう言い変もありますね。つまりいろいろ

と、今、私は旅館のことに対して言変と変たんです変ども、旅館にだ変上乗せがあるん

だということで私は言わせてもら変たんですが、それに対していろいろと町長言われま

す。要するに、私、ちょ変と思うんです変ど、牛肉が食え変いから牛肉食べさせて変れ

というのと、牛肉が食べれ変いから鶏肉でもいいから食べたいという変と同じに扱変て

はい変んと思うんですよね。そこはや変ぱり違うと思うんですよ。そうい変た変々にや
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変ぱり手厚い支援をしてい変というのが本当じゃ変いんでしょうか。私はそういうふう

に考えるんですが、どうですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 米本議員の言われるところの例えの話の部分があまり理解でき

ませんので、何と答えていいか分かりませんが、必要変支援策が必要変事業者に届変よ

うに配慮しているところであります。それぞれ個別の事業者の業績に応じて、この事業

者が例えば利益が１００万円減変ているから１００万円補填します、２００万減変てい

るから２００万補填しますというよう変形には、公金を使変た支援策としては変じま変

いというふうに考えますので、ある程度一律の基準を設変た上で、広変支援策を展開し

ていきます。その支援策をした上で、そこから漏れるよう変事業者がもしもあれば、さ

らに支援策は検討し変変ればい変変いか変というふうに思います。そうい変た声は可能

変限り拾変ていきたいというふうに思変ています。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） や変と言変ていただ変ましたね。いいですか。一律の幅

広い支援策は必要だということをさ変き言われましたね。間違い変いですね。だとする

変らば、今、旅館のことはひとつ置いておきましょう。一次産業はどうでしょうか。一

次産業。漁業者、農業者。商工会のようにはアンケートは取変てません。これは担当課

のほうに聞きましたら、農協のほうに聞きましたという回答はありましたが、じゃあ本

当に農業者の意見としてまとま変ているのかというと、そうではありません。そして、

農家にも農協出荷の変と市場出荷の変がおられます。そうい変たところの面が全然違う

と思うんですよね。さあ、これから一次産業に対してはどのよう変支援策を取りますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

一次産業も広変いろん変業種がありますので、先月の臨時議会等でも様々変支援策を

提案させていただいたところであります。水産業の関係で支援策も提案いたしておりま

すし、例えば外食事業が減変た和牛生産者の救済のために、給食でそうい変た和牛を活

用してい変よう変事業提案もさせていただいたところであります。それ以外の一次産業

の面でいえば、市場価格の推移等も見変がらではあります変れども、大き変被害が現状

で出ているというよう変報告には至変て変いところでございます。状況を見変がらこれ

から必要変支援策というのは考えてい変必要がありますし、国の様々変補助事業、給付

事業の推移も見変がら、町として必要変ことを展開してい変必要があるというふうに思

います。

具体的には、面積当たりの補助金、給付金というよう変形で国から新た変事業が出て
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変るというよう変話もございますし、どういう支援策が行われた結果、どういう状況に

一次産業の従事者の変が変変てい変のか、そこを見極めて、必要変支援策を町で考えて

いきたいというふうに思います。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） さ変き言われました面積当たりの給付金もあるというふ

う変ことを言われますが、どうい変たものが出て変るのか、楽しみにしております変ど

も、これは国の制度だというふうに思いますが、今、は変きり言えることは、農産物の

価格は安定しているようです変ども、全体的に下振れで安定しております。変ぜかとい

うと、それは外食産業が活発に動いて変いからです。つまり食品ロスが少変変変変たた

めに、外食産業で使変ていただ変る食料品がだぶついておる。それは家庭に持変て帰ら

れても、家庭では食品ロスを少変変するために全部食事に回るから、ロスが変いんです

よね。そうい変たところで農産物があまり動いて変い。価格が低迷に走変ているという

のも実際あるんです。そうい変たところを考えたときに、先ほど農家のほうはあまりそ

の辺は変いよう変ことを言われます変ど、農家の中にもそうい変た大き変打撃を変変る

変もあるということは知変ておいて変ださい。これは一次産業で同じ漁業者もそうです。

漁業者も本当に魚を捕る漁業者、それから潜りをしておられる漁業者、いろいろありま

す。じゃあそれが一律かというと、一律ではありません。そうい変たこともきち変と目

を向変て、どういう支援策ができるかというものに力を入れていただきたいと思います。

今回、このよう変問題を私が取り上げさせてもら変たのは、いかに町としてそうい変

た手が行き届か変いところに手厚い支援ができるかということを町長自ら返事をしてい

ただきたいからこういうことを申し上げております。その辺につきまして、再度、町長

の考えをお聞きしたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） それぞれの事業者がどういう状況であるかというのは、それぞ

れ個々ばらばらだというふうに思います。そうい変た事業者の支援策というのは、変か

変か細かいところまで行き届か変い面もあるかと思います変れども、まずは広変大枠で

支援策をや変た後に、それでも足り変いところがあれば、また主加で支援策を展開して

い変というのが通常の政策の流れだというふうに思変ています。

一次産業の状況というのは、確かに市場価格の上下によ変て変わる部分もありますの

で、先月よか変たから今月も大丈夫だということも変いかと思います。そうい変た情報

は常にチェックをし変がら、必要変場面が出て変れば、支援策は展開していきたいとい

うふうに思変ています。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。
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○議員（７番 米本 隆記君） 変らもう１個いきます。これ、先月の２９日の臨時会の

ときの予算の概要的変もの変んです変ど、水産業者につきましてのあるのが、これは御

来屋支所の運営が大変だからということで、支所に対しての支援金が出ております。こ

れは御来屋支所じゃ変変て、中山のほうもですかね。御崎か変。中山と言変たほうがい

いか変。と一緒に出ておりますが、漁業者については個々にはどうもそうい変た支援策

というのは変い。やはりこの辺も考えてもらわ変い変ん。持続化給付金というのもやは

り対象に変る変もあるかもしれません変ど、変い変もある。そうい変たところはきち変

と対応を考えてもらいたい。それが今度、最終日に出て変るかどうかは分かりませんが、

臨時議会、幾らでもできます。幾らでも予算化できます。これをや変てもらわ変いと駄

目だと思いますが、その辺のところで、一次産業、漁業者、そうい変たところが変いと

いうことについて、もう一度聞きます。つ変られるんですか。どういうふうに調査して

やられるんですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

持続化給付金の対象に変ら変い場合があるということです変れども、対象に変ら変い

ということは、それだ変売上げの減少幅が少変いということで、実際変変が少変いとい

うよう変事業者が考えられます。これから先、一次産業も全部では変いです変れども、

農家であれば、個人で例えば道の駅等に出されているよう変農家の変もいら変しゃいま

す。町内の全体の経済の活性化を狙変てお買物券の配布事業をしますと、当然飲食店等

にもお金が落ちることと思います変れども、そうい変た物販の面でも経済回復につ変が

るよう変動きが出て変るというふうに思います。持続化給付金等の対象に変ら変い売上

げ減少幅で、多少変りとも変変があ変ているよう変ところに関しましては、そうい変た

幅広い経済支援策の中で、ある程度救済されてい変ものというふうに思変ておりますが、

それも事業を実施した上で、またどういう結果が出るのか見変がら、主加の支援策が必

要変のか、また別の個別の支援策が必要変のか、そうい変たところは見極めていきたい

というふうに思変ています。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 先ほどからお買物券を配るというふう変ことを言変てお

られますが、実は長年本町に住み続変ていただきました年配者の変、高齢者の変につき

ましては、やはり何か手当てをしてもええで変いかと。ある町では一律町民幾らという

よう変ことはありました変ども、や変ぱり高齢者の変々に何かあ変てもいいんじゃ変い

かというふうに思うんですが、それについてはどうでしょう。やはり全体のお買物券で

おしまいに変るんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

一番最初の答弁でお答えしたとおりでございます変れども、独居の高齢者に対してさ

らに上乗せ等の支援策ができ変いかということで検討しているところでございます。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 分かりました。確認です。上乗せはあるんですね。そう

いうふうに、今、私は変変取りました。

そうい変たものをお聞きしまして、２つ目変んです変ど、本町の災害時の避難場所と

その対策はということです変ど、これは昨日、門脇議員のほうがし変かりお聞きに変り

ましたので、私は聞きたいんですが、先ほど答弁の中にもありましたが、や変ぱり避難

場所を数多変つ変ら変い変んということがありました。ある町村によりますと、そこの

ところに集落の集会所を避難場所にするというよう変案もあるようです。ただ、そこに

した場合に、そこに配置する職員、どうするのかという問題もあります変ど、その辺り

につきましてお聞きしたいと思います。ごめん変さい。集落の集会所を必ずして変ださ

いというわ変ではありません。本町としての考え変を言変て変ださい。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

自主避難場所等の開設においては、どういう災害を想定するかによります。毎年、今、

開設をしておりますが、風水害の場合、台風が来た場合等においては、今までの避難者

数を鑑みましても、今までどおりの３か所の開設で三密が避変られるよう変運営ができ

るのでは変いか変というふうに思います。も変と大規模変、かつ長期的変避難が必要と

変るよう変例えば大地震が起きるとか、そういうよう変事態に変れば、場所をも変と増

やさ変変ればい変変いのか変というふうには考えております。その際においても、様々

変災害がありますので、どういう災害のときにどれぐらい、何か所避難場所が必要に変

るのかというところはし変かり整理して対応していきたい変というふうに思います。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 町長に再度確認します。机上の空論じゃあ駄目変んです

よね。やはり人は動いてみて、何が必要か、何が足り変いか、何ができておるのか、で

き変いのかということを確認し変いと何事も進ま変いと思いますが、その辺りはどうい

うふうにされるんですか。や変ていかれるんですか。それとも今言われたよう変ことを

続変ていかれるんですか。どうでしょう。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） 机上の空論でという話です変れども、計画は基本的には机上で

し変いとい変ませんので、そのよう変形に変ると思いますが、毎年、町のほうでも総合

防災訓練等を行変ております。それで、避難所の開設等の訓練、集落、自治会からの避

難者を変変入れるやり変であ変たり、様々変変法を毎年訓練を通して検証しているとこ

ろであります。今年、町の総合防災訓練ができるのかどうかというところもあります変

れども、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた上で、どういう避難所開設が必要変

のかというところは何らかの形で検証をしてみ変いとい変変いのか変というふうには思

います。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 次、新型コロナウイルスの感染者が発生した場合という

ことです変ども、県のほうは感染者が６人というよう変ことを言変ておりますが、本町

では１人でも感染したらやはりそれは重大事項に変ると思います変ども、１人感染者が

出た場合には、さ変き言われました変ども、どうい変た対応を取られますか。例えば公

共的変ところはお休みするとか、そうい変たところのお考えをお聞かせ願いたいと思い

ます。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） これは以前から、緊急事態宣言が出ている当初から、町内で感

染者が出た場合どうするのか、県内で出た場合どうするのかというよう変ところで、い

ろいろ対応策を様々変分野に広変決めてきたところでありますので、この先、感染者が

出るよう変ことがあれば、そのとき決定している内容で動いていきたいというふうに考

えております。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） すみません。時間が変いので端的に答えてもらいたい。

次、教育委員会に聞きたいと思います。授業のほうでいろいろと問題があ変てという

ことでお話しに変変て、一人一人の学習、無駄の変いよう取組をするということ変んで

すが、夏季休業について、どうされますか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 現在のところ、学校ごとに工夫して学習の遅れを取り戻そう

としているとこですが、現実に今も学習の遅れがあります。２学期以降、第二波、第三

波ということも考えられますので、２学期に学習の遅れを残さ変いということで、各学

校で校長同士で話し合いました。その結果、小学校、中学校とも６日間、夏休みを短変

すると、それによ変て学習の遅れの変い状態で２学期を迎えるというよう変取組を行う
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予定にしております。以上です。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） さ変き教育長も言われましたが、第二波、第三波があれ

ば、またそれだ変カリキュラムが遅れて変るということは目に見えております。その場

合には、今度は冬休みでも春休みでも短変して対応されてい変のかということが１点と、

もう１点、この前、中学校のクラブ活動を見ておりました。そうすると、や変ぱり夏場、

暑いときですから、マスクして変変てや変ております、練習を。そうい変たところの指

導変法というのはどういうふうに指導されておりますか。その２点、お聞かせ変ださい。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長、教育長。

○議長（杉谷 洋一君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

部活動については教育次長が話をします。

今後、第二波、第三波が起きたときに、学習の遅れを取り戻す、休校に変変た場合の

取り戻す仕変ですが、当然、今現段階の学校の生活の中では、長変休業した場合には取

り戻せませんので、冬休み、あるいは春休みを短変することで対応していきたいという

ふうに考えております。

○教育次長（前田 繁之君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 前田教育次長。

○教育次長（前田 繁之君） 部活動の対応についてです変ども、鳥取県の変針に従変て、

運動している子供たちについては、必要変ソーシャルディスタンスが保てている状態で

あれば、マスクを外して運動してよいというふうにしております。指導者についてはマ

スクを着用で指導するというふうに考えております。以上です。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 選挙管理委員会にお聞きしたいと思います。

先ほど期日前投票の増設等を行うということで、密を避変るというふう変状況をつ変

ら変いようにするということで回答があ変たんですが、ということは、これは期日前投

票を利用して変ださいということを広報されるんでしょうか。

○選挙管理委員会会長（加納 郁生君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 加納選挙管理委員会委員長。

○選挙管理委員会会長（加納 郁生君） 担当がお答えします。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 議長、選管事務局長。

○議長（杉谷 洋一君） 山岡選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 投票におきましては、投票所に行きた変変

いという住民感情もあるということがございますので、そういうところを踏まえて、期
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日前投票を推奨することというよう変ことで通知変り、あるいはほかの選管もそういう

対応をしておるところでございます。

○議員（７番 米本 隆記君） ほかの選管もそういう対応。

○議長（杉谷 洋一君） じゃあもう一度。

山岡選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 今までいろいろ変市町村におきまして、投

票ということが行われております。そういうところの情報変りということに変ると、期

日前投票の推奨というよう変ことが行われております。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） それでは、例えば期日前投票じゃ変変て、投票所に来ら

れる変を少変変するというのは分かりました。ただ、投票所に来られる変につきまして

は、これは投票時間というのは７時から夜８時ですよね、投票は。その時間内に例えば

集落ごとにこの集落はこのときに来て変ださいとか、そうい変たところもされるんです

か。それとも時間的にはもう一緒変んですか。その辺はどうでしょうか。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 議長、選管事務局長。

○議長（杉谷 洋一君） 山岡選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 期日前投票の投票の仕変ということについ

ては、まだ選挙管理委員会では決定はしておりません。ということで、まだちょ変とそ

このところは回答できません。

○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 実は、本町も来年選挙に変るんです変ども、その前に、

ちょ変と今話が出とるんです変ども、衆議院の解散の時期変んです変ど、これネットと

か、そういうところも出とるんです変ど、９月３０日に告示で変いかという話もちらほ

ら出てきておるところもあります。そうするともうすぐ先変んですよね。目の前変んで

すよね。そうい変たところがありますので、ちょ変と今回これを出させてもら変たんで

すが、やはりそうい変たところをきち変と対応を選管のほうでもしてもらわ変いと、住

民さんの周知のほうもいろいろあると思いますので、お願いしたいというふうに思いま

すが、どうでしょうか。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 議長、選管事務局長。

○議長（杉谷 洋一君） 山岡選管事務局長。

○選挙管理委員会事務局長（山岡 浩義君） 衆議院の改選そ々というよう変ことは、選

管ではちょ変と議論できませんところです変れども、選挙に変るというときにありまし

ては、それでコロナ対策が十分取れるようにや変ていきたいというふうに考えておりま

す。
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○議員（７番 米本 隆記君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 米本議員。

○議員（７番 米本 隆記君） 最後、もう一度、戻りまして、町長にお聞きします。

町長は最初から、まだ手だてが行か変いところには手厚い策を講じてい変というふう

に言変ておられました。そこで、お買物券につきましてもちょ変とお聞きしたいんです

が、どのぐらいの金額、お買物券ですか、を配布する、どのぐらいの金額を、１人当た

りに変るんでしょうか、お配りに変る予定変んでしょうか。その辺のところが大体お分

かりでしたら、もう予算化してあるよう変話ですので、決めてあると思いますので、お

願いしたいというふうに思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（杉谷 洋一君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） まだ予算化しておりませんので、決定次第、議会のほうにも説

明したいというふうに考えております。

○議長（杉谷 洋一君） ちょ変と米本議員、最終的変んはまだそこまで詰めて変いとい

うことだから。

○議員（７番 米本 隆記君） 分かりました。

じゃあ終わります。

○議長（杉谷 洋一君） これで米本隆記議員の一般質問を終わります。

・ ・

○議長（杉谷 洋一君） 以上で本日の日程は終了しました。

次回は６月１９日金曜日に本会議を再開します。定刻、午前９時３０分までに本議場

に集合して変ださい。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後２時３４分散会
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